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三
一

昭
和
初
期
に
お
け
る
日
本
海
軍
の
宣
伝
機
関

―
海
軍
軍
事
普
及
委
員
会
の
基
礎
的
研
究
―

小
　
　
倉
　
　
徳
　
　
彦

は
じ
め
に

本
稿
は
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
活
動
し
て
い
た
海
軍
軍
事
普
及
委
員
会
の
活
動
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
海
軍

の
組
織
的
宣
伝
体
制
が
如
何
に
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

昭
和
の
戦
争
へ
と
国
民
が
如
何
に
動
員
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
軍
部
の
宣
伝
の
果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
は

夙
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
昭
和
戦
前
期
の
陸
海
軍
は
、
自
ら
の
主
張
や
世
界
観
を
宣
伝
と
い
う
営
み
を
通
し
て
公
に

し
、
国
民
の
支
持
や
協
力
を
調
達
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
陸
海
軍
に
設
置
さ
れ
た
宣
伝
機
関
で
あ

る
。
陸
軍
で
は
陸
軍
省
新
聞
班
（
大
正
八
年
五
月
～
）
→
陸
軍
省
情
報
部
（
昭
和
一
四
年
四
月
～
）、
海
軍
で
は
海
軍
省
に
お
か
れ
た

海
軍
軍
事
普
及
委
員
会
（
大
正
一
三
年
五
月
～
）
→
海
軍
軍
事
普
及
部
（
昭
和
七
年
一
〇
月
～
）
が
そ
の
宣
伝
機
関
に
あ
た
る
。

陸
軍
の
対
内
宣
伝
に
関
す
る
研
究
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
近
年
の
研
究
と
し
て
は
藤
田
俊
氏
の
仕
事
が
重
要
で
あ
ろ
う 

。
藤
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三
二

田
氏
は
大
正
後
期
か
ら
日
中
戦
争
期
ま
で
の
陸
軍
の
宣
伝
政
策
を
分
析
し
、
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
か
ら
昭
和
五
年
（
一
九
三

〇
）
ま
で
新
聞
班
長
を
つ
と
め
た
桜
井
忠
温
の
も
と
で
軍
民
協
働
に
よ
る
「
大
衆
娯
楽
型
陸
軍
宣
伝
」
が
成
立
し
、
満
州
事
変
を
き
っ

か
け
に
、
そ
れ
に
政
治
性
が
付
与
さ
れ
て
い
く
と
い
う
像
を
描
い
て
い
る
。
戦
前
期
の
軍
隊
の
宣
伝
を
考
え
る
う
え
で
、
画
期
的
と

も
い
え
る
大
変
重
要
な
研
究
成
果
で
あ
る
。

陸
軍
の
宣
伝
に
関
す
る
研
究
が
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
一
方
で
、
海
軍
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
近
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
民
間
団
体
の
立
場
で
海
軍
の
宣
伝
に
協
力
し
た
海
軍
協
会
に
関
す
る
土
田
宏
成
氏
の
一
連
の
研
究 

、
海
軍

志
願
兵
募
集
の
た
め
の
宣
伝
に
関
す
る
研
究 

、
海
軍
軍
事
普
及
部
（
委
員
会
）
に
関
す
る
研
究 

、
艦
隊
行
動
の
宣
伝
利
用
に
関
す
る
研

究 

、
連
合
艦
隊
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
に
関
す
る
研
究 

な
ど
が
主
に
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
う
し
た

研
究
成
果
を
踏
ま
え
た
う
え
で
海
軍
の
宣
伝
の
全
体
像
や
そ
の
特
徴
、
延
い
て
は
宣
伝
と
い
う
観
点
か
ら
み
た
海
軍
と
い
う
組
織
の

特
性
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
前
提
と
し
て
、
ま
ず
宣
伝
政
策
の
基
軸
を
担
う
海
軍
中
央
の
宣
伝
機
関
が
ど
の
よ
う

な
組
織
で
あ
り
、
何
を
行
っ
て
い
た
の
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
註
四
に
挙
げ
た
先
行
研
究
に
よ
り
海
軍
の
宣
伝
機
関

の
研
究
が
行
わ
れ
て
は
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
海
軍
省
の
公
文
書
史
料
の
活
用
が
不
十
分
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
分
析
の
余
地
が
あ
る
と

筆
者
は
考
え
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
ま
ず
手
始
め
に
、
大
正
一
三
年
か
ら
昭
和
七
年
ま
で
海
軍
省
に
設
置
さ
れ
て
い
た
海
軍
軍
事
普
及
委
員
会
に
つ

い
て
の
分
析
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
海
軍
初
の
宣
伝
・
広
報
を
担
う
専
門
組
織
で
あ
る
こ
の
組
織
に
つ
い
て
は
、
中
嶋
晋
平
氏
が
ワ

シ
ン
ト
ン
軍
縮
の
衝
撃
が
委
員
会
の
設
置
を
も
た
ら
し
た
と
指
摘
し
た
う
え
で
、
委
員
会
成
立
時
の
所
管
事
項
が
如
何
に
定
め
ら
れ

た
の
か
を
海
軍
記
念
日
講
話
を
題
材
に
考
察
し
て
い
る 

。
し
か
し
、
委
員
会
設
置
後
の
動
向
に
関
す
る
分
析
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い

な
い
。
ま
た
、
坂
口
太
助
氏
は
『
昭
和
六
・
七
年
事
変
海
軍
戦
史
』
を
主
に
用
い
、
委
員
会
が
「
実
行
機
関
」
と
し
て
の
性
格
の
弱

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）



昭和初期における日本海軍の宣伝機関

三
三

い
「
案
画
ノ
機
関
」
で
あ
り
、
満
州
事
変
お
よ
び
第
一
次
上
海
事
変
を
機
に
海
軍
が
宣
伝
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

海
軍
軍
事
普
及
部
へ
の
改
組
へ
と
つ
な
が
る
と
す
る 

。
こ
の
坂
口
氏
の
研
究
は
、
軍
事
普
及
委
員
会
の
活
動
の
分
析
を
主
題
と
し
た
唯

一
の
研
究
と
い
え
る
が
、
普
及
部
へ
の
改
組
後
の
編
纂
史
料
を
主
と
し
て
用
い
て
い
る
た
め
、
委
員
会
が
活
動
し
て
い
た
当
時
の
史

料
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
委
員
会
の
活
動
実
態
を
よ
り
具
体
的
に
把
握
す
る
た
め
に
も
、
委
員
会
設
置
当
時
の
公
文
書

な
ど
を
活
用
し
た
分
析
を
行
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
海
軍
の
宣
伝
政
策
の
展
開
を
考
え
る
う
え
で
、
委
員
会
の
活
動
実
態
を
解
明
す
る

こ
と
は
必
須
の
作
業
で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
本
稿
で
は
、
海
軍
省
の
公
文
書
た
る
「
公
文
備
考
」
に
残
さ
れ
た
海
軍
軍
事
普
及
委
員
会
関
係
文
書
を
活
用
し
、

委
員
会
活
動
の
実
相
に
迫
る
。
そ
し
て
、
委
員
会
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
の
か
、
如
何
な
る
性
格
を
も
つ
組
織
だ
っ
た
の
か
、
ど

の
よ
う
に
軍
事
普
及
部
へ
と
改
組
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
考
え
た
い
。
こ
れ
は
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
の
海
軍
が
如
何
に
社
会

と
の
関
係
を
構
築
し
て
い
た
の
か
を
考
え
る
た
め
の
基
礎
作
業
で
あ
る
。

一　

海
軍
軍
事
普
及
委
員
会
の
設
置

海
軍
に
お
け
る
宣
伝
機
関
設
置
の
議
論
が
具
体
的
に
い
つ
始
め
ら
れ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
中
嶋
晋
平
氏
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
軍
縮
の
衝
撃
が
設
置
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
の
海
軍
記
念
日
講
演

に
赴
い
た
講
演
官
か
ら
は
、
海
軍
中
央
に
宣
伝
に
関
す
る
「
専
門
的
執
務
者
」
を
置
き
、
業
務
の
「
組
織
的
按
劃
統
一
等
」
を
図
る

べ
き
と
い
う
意
見
が
上
が
っ
て
お
り
、
こ
の
種
の
組
織
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る 

。
第
一
次
世
界
大
戦
の
結

果
を
う
け
た
宣
伝
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
や
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
で
国
論
の
後
援
を
得
ら
れ
ず
に
対
米
七
割
を
貫
徹
で
き
な
か
っ
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三
四

た
と
い
う
経
験
が
、
宣
伝
機
関
設
置
構
想
へ
と
結
実
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

こ
れ
に
加
え
、
委
員
会
設
置
の
直
接
的
な
契
機
と
な
っ
た
出
来
事
は
、
大
正
一
二
年
度
志
願
兵
徴
募
成
績
の
不
振
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
年
の
志
願
兵
志
願
者
は
、
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
～
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
の
各
年
度
で
唯
一
、
一
万
人

を
割
り
込
み
、
最
低
の
数
を
記
録
し
て
い
た 

。
志
願
者
の
水
準
も
低
く
、
海
軍
が
採
用
予
定
数
と
し
て
告
達
し
た
五
〇
二
八
名
に
対
し

実
際
に
採
用
さ
れ
た
人
数
は
四
一
八
四
名
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
た
「
最
悪
ノ
レ
コ
ー
ド
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
志
願
者
減

少
の
主
な
要
因
と
し
て
、「
軍
縮
ノ
声
ニ
惑
ハ
サ
レ
タ
ル
」
こ
と
、
そ
れ
に
よ
り
地
方
官
吏
の
志
願
兵
募
集
に
対
す
る
意
気
込
み
が
低

下
し
た
こ
と
、
本
人
が
志
願
し
て
も
家
族
の
反
対
に
遭
い
断
念
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
う
い
っ

た
問
題
の
解
決
は
海
軍
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
と
い
え
る 

。

「
海
軍
軍
事
普
及
委
員
会
」
の
名
が
史
料
中
に
初
め
て
登
場
す
る
の
は
、
管
見
の
限
り
大
正
一
三
年
三
月
の
こ
と
で
あ
る
。
毎
年
、

各
鎮
守
府
の
人
事
部
長
を
集
め
て
開
か
れ
て
い
た
人
事
部
長
会
議
に
お
け
る
諮
問
事
項
と
し
て
、
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
引

用
史
料
に
は
適
宜
読
点
を
付
し
た
、
ま
た
亀
甲
括
弧
内
は
著
者
に
よ
る
註
で
あ
る
、
以
下
同
）。

部
外
者
ニ
海
軍
軍
事
智
識
ヲ
通
俗
的
ニ
紹
介
シ
、
以
テ
優
良
ナ
ル
海
軍
志
願
者
ノ
増
加
、
海
軍
ニ
対
ス
ル
一
般
国
民
ノ
了
解
及

後
援
ノ
助
長
等
直
接
間
接
ニ
海
軍
ノ
向
上
発
達
ニ
資
セ
シ
ム
ル
為
メ
、
本
省
内
ニ
海
軍
軍
事
普
及
委
員
会
（
宣
伝
委
員
ノ
意
ナ

リ
）
新
設
セ
ラ
ル
ヽ
予
定
ニ
付
、
其
ノ
細
目
ニ
関
ス
ル
研
究 

こ
れ
以
前
に
海
軍
省
内
で
如
何
な
る
議
論
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
部
外
者
に
海
軍
知
識
を
紹
介
し
、
こ
れ
に

よ
り
海
軍
志
願
者
の
増
加
、
国
民
の
後
援
の
助
長
を
図
る
と
い
う
委
員
会
設
置
の
目
的
が
、
こ
の
時
点
で
す
で
に
固
ま
っ
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。
委
員
会
が
「
宣
伝
委
員
」
で
あ
る
と
い
う
文
言
は
、
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。

こ
の
翌
月
に
は
、
次
の
よ
う
な
海
軍
軍
事
普
及
委
員
会
の
規
程
案
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
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三
五

第 

一
条　

主
ト
シ
テ
部
外
者
ニ
海
軍
軍
事
智
識
ヲ
通
俗
的
ニ
紹
介
シ
、
以
テ
優
良
ナ
ル
海
軍
志
願
者
ノ
増
加
、
海
軍
ニ
対
ス
ル

一
般
国
民
ノ
了
解
及
後
援
ノ
助
長
等
直
接
間
接
ニ
海
軍
ノ
向
上
発
達
ニ
資
セ
シ
ム
ル
為
メ
、
海
軍
省
内
ニ
海
軍
軍
事
普
及
委

員
会
ヲ
置
ク

第
二
条　

軍
事
普
及
委
員
会
ハ
左
記
事
項
ニ
就
キ
研
究
調
査
及
立
案
ヲ
為
ス

 

〔
中
略
、
後
述
の
規
程
と
同
様
の
事
項
〕 

第
三
条　

軍
事
普
及
委
員
会
ニ
左
記
幹
部
ヲ
置
ク

 

委
員
長　

人
事
局
長

 

委
員　
　

人
事
局
一
課
長
、
三
課
長

　
　
　
　
　

仝　
　

一
課
局
員　

一
、
三
課
局
員　

一
、

　
　
　
　
　

軍
務
局
員　

一
、

　
　
　
　
　

教
育
局
員　

一
、

　
　
　
　
　

機
関
局
員　

一
、

　
　
　
　
　

艦
政
本
部
第
一
部
第
一
課
長

　
　
　
　
　

仝　
　
　

第
一
部
第
一
課
部
員　

一
、

　
　
　
　
　

海
軍
省
派
遣
勤
務
員　

一
、（
幹
事
ト
ス
）

　
　
　
　
　

軍
令
部
第
五
課
長

　
　
　
　
　

仝　
　

第
五
課
参
謀　

一
、

第
四
条　

立
案
セ
ル
事
項
ニ
シ
テ
実
行
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ハ
各
主
務
局
部
ニ
提
案
ス



三
六

第 

五
条　

本
会
ニ
要
ス
ル
諸
経
費
ハ
差
支
ナ
キ
範
囲
ニ
於
テ
、
本
省
費
事
務
費
（
主
ト
シ
テ
冊
子
類
印
刷
用
）、
艦
政
本
部
兵
器

実
験
費
（
専
ラ
活
動
写
真
用
）、
本
省
費
機
密
費
（
主
ト
シ
テ
部
外
者
案
内
用
）
ヨ
リ
差
繰
支
弁
ス 

以
上
の
規
程
案
か
ら
は
、
海
軍
志
願
者
募
集
に
対
す
る
熱
意
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
委
員
会
設
置
の
目
的
と
し
て

真
っ
先
に
「
優
良
ナ
ル
海
軍
志
願
者
ノ
増
加
」
を
挙
げ
、
人
事
局
長
を
委
員
長
に
充
当
し
、
委
員
に
も
人
事
局
課
長
二
名
、
課
員
二

名
を
含
ん
で
お
り
、
よ
り
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
の
態
勢
が
と
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
前
年
度
の
志
願
兵
徴
募
不
振
を
踏

ま
え
た
、「
人
買
い
」
の
た
め
の
組
織
構
想
で
あ
っ
た
。

こ
の
構
想
に
対
し
、
志
願
兵
徴
募
の
現
場
の
担
い
手
で
あ
っ
た
各
鎮
守
府
の
人
事
部
長
は
、
歓
迎
の
態
度
を
と
っ
た
。
人
事
部
長

会
議
開
催
前
に
各
鎮
守
府
が
提
出
し
た
諮
問
事
項
に
対
す
る
意
見
の
中
に
は
、
横
須
賀
鎮
守
府
か
ら
の
「
本
件
ハ
今
ヤ
議
論
ノ
時
を

過
キ
テ
実
行
ノ
時
ナ
リ
」
と
い
う
主
張
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
長
続
き
し
な
い
浅
は
か
な
宣
伝
を
避
け
る
こ
と
、
鎮
守
府
と
の
業
務

分
担
・
連
絡
を
完
全
な
も
の
に
す
る
こ
と
、
な
ど
の
要
望
が
出
さ
れ
た
。
五
月
下
旬
の
会
議
当
日
で
は
、「
実
行
細
目
ニ
ツ
キ
二
、
三

所
見
」
が
出
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
う 
。

こ
れ
と
並
行
し
て
、
人
事
局
の
色
が
強
か
っ
た
軍
事
普
及
委
員
会
の
規
程
に
若
干
の
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
く
。
四
月
半
ば
に
作

成
さ
れ
た
「
海
軍
軍
事
普
及
委
員
会
組
織
ノ
件
」
で
は
、

軍
隊
ト
国
民
ト
ノ
契
合
ハ
倍
々
緊
密
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ア
ル
ニ
拘
ラ
ス
、
現
情
ニ
於
ケ
ル
一
般
国
民
ノ
海
軍
ニ
関
ス
ル
智
識
ハ
極

メ
テ
幼
稚
ニ
シ
テ
遺
憾
ノ
点
ア
ル
ニ
付
テ
ハ
、
広
ク
海
軍
軍
事
智
識
ヲ
通
俗
的
ニ
紹
介
シ
以
テ
一
般
国
民
ノ
海
軍
ニ
対
ス
ル
諒

解
及
後
援
ヲ
助
長
シ
、
延
テ
ハ
優
良
ナ
ル
海
軍
志
願
者
ヲ
増
加
ス
ル
等
直
接
間
接
ニ
海
軍
ノ
向
上
発
達
ニ
資
セ
シ
ム
ル
為
、
此

ノ
際
左
記
ニ
拠
リ
海
軍
省
内
ニ
首
題
委
員
会
ヲ
設
置
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ト
ス 

と
さ
れ
、
委
員
会
設
置
の
目
的
に
修
正
が
加
え
ら
れ
た
。
国
民
の
海
軍
に
対
す
る
理
解
と
後
援
を
助
長
し
て
か
ら
、
海
軍
志
願
者
の

（
13
）

（
14
）

（
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）
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増
加
等
を
目
指
す
と
い
う
文
章
へ
と
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
軍
隊
と
国
民
と
の
「
契
合
」
の
必
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
国
民
の
海
軍
に
対
す
る
知
識
が
幼
稚
で
あ
る
と
い
う
一
節
は
、
海
軍
の
現
状
認
識
を
示
す
も
の
と
し
て
重
要
だ
ろ
う
。

以
上
の
経
緯
を
経
て
、
大
正
十
三
年
五
月
二
十
三
日
付
で
「
海
軍
軍
事
普
及
委
員
会
規
程
」
が
制
定
さ
れ
、
委
員
が
任
命
さ
れ
た
。

こ
の
時
定
め
ら
れ
た
規
定
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
条　

部
外
ニ
対
ス
ル
海
軍
軍
事
組
織
ノ
普
及
ヲ
図
ル
為
海
軍
省
内
ニ
海
軍
軍
事
普
及
委
員
会
ヲ
置
ク

第
二
条　

軍
事
普
及
委
員
会
ハ
左
記
事
項
ニ
関
ス
ル
研
究
調
査
及
立
案
ヲ
掌
ル

 

一　

宣
伝
用
冊
子
類
ノ
作
製
配
付

 

二　

軍
事
講
演
ノ
計
画
及
之
カ
資
料
ノ
整
備
、
供
給

 

三　

活
動
写
真
ノ
利
用

 

四　

民
間
ニ
於
ケ
ル
各
種
刊
行
物
ノ
利
用

 

五　

部
外
ニ
於
ケ
ル
公
私
団
体
等
ノ
誘
導
、
利
用

 

六　

部
外
海
軍
見
学
者
ノ
案
内

第
三
条　

軍
事
普
及
委
員
会
ニ
委
員
長
及
委
員
ヲ
置
ク

 

委
員
長
ハ
委
員
ヲ
指
揮
シ
会
務
ヲ
統
理
ス

 

委
員
ハ
委
員
長
ノ
命
ヲ
承
ケ
服
務
ス

第
四
条　

委
員
長
ハ
会
務
ヲ
整
理
セ
シ
ム
ル
為
委
員
中
ヨ
リ
幹
事
若
干
人
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第 

五
条　

委
員
長
ハ
調
査
立
案
シ
タ
ル
事
項
ニ
シ
テ
実
施
上
各
局
部
ノ
主
務
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
ハ
案
ヲ
具
シ
之
ヲ
当
該
局
部
ニ
移

ス
ヘ
シ
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第
六
条　

軍
事
普
及
委
員
会
ニ
関
ス
ル
経
費
ニ
関
シ
テ
ハ
別
ニ
之
ヲ
定
ム 

前
掲
の
規
程
案
よ
り
、
全
体
的
に
条
文
が
抽
象
的
と
な
っ
て
い
る
。
委
員
会
の
業
務
は
第
二
条
に
あ
る
通
り
、
宣
伝
用
冊
子
の
作
成
、

講
演
計
画
と
そ
の
資
料
の
整
備
、
活
動
写
真
の
利
用
、
民
間
の
刊
行
物
の
利
用
、
部
外
団
体
の
誘
導
・
利
用
、
見
学
者
の
案
内
の
「
研

究
調
査
及
立
案
」
と
な
っ
て
い
た
。
確
か
に
規
定
上
で
は
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
る
通
り
の「
案
画
機
関
」
と
い
う
性
格
が
見
て
と
れ
る
。

第
三
条
か
ら
は
、
委
員
の
任
命
に
対
す
る
具
体
的
な
規
定
が
無
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
実
際
に
任
命
さ
れ
た
委
員
か
ら
委
員

会
の
性
格
を
考
え
て
み
た
い
。【
表
一
】
は
、
海
軍
軍
事
普
及
委
員
会
委
員
に
任
命
さ
れ
た
海
軍
将
校
を
本
務
別
に
整
理
し
た
も
の
で

あ
る
。

こ
れ
を
見
て
ま
ず
目
に
つ
く
の
は
、
軍
事
普
及
委
員
会
委
員
長
に
歴
代
の
軍
務
局
長
が
任
命
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
規
定
案

の
段
階
で
は
人
事
局
長
が
委
員
長
を
つ
と
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
海
軍
省
の
最
重
要
部
局
た
る
軍
務
局
の
長
が
つ
と

め
る
こ
と
で
、
海
軍
志
願
者
募
集
以
外
を
目
的
と
す
る
活
動
へ
も
乗
り
出
し
や
す
く
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
一
方
で
、
人
事
局

の
課
長
級
が
二
名
委
員
に
入
っ
て
お
り
、
委
員
会
に
お
け
る
人
事
局
の
影
響
力
も
し
っ
か
り
と
確
保
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

委
員
会
で
の
実
務
を
中
心
的
に
担
っ
て
い
た
の
は
、【
表
一
】
中
の
本
務
が
「
軍
令
部
出
仕
兼
海
軍
省
出
仕
（
人
事
局
服
務
）」
お

よ
び
「
横
須
賀
鎮
守
府
附
（
人
事
局
派
遣
勤
務
）」
と
な
っ
て
い
る
人
物
た
ち
で
あ
っ
た
。
前
者
は
、
高
力
諦
蔵
、
杉
本
幸
雄
、
早
川

成
治
、
池
田
敬
之
助
、
武
富
邦
茂
の
五
名
、
後
者
は
武
富
、
古
田
中
博
、
柴
田
善
治
郎
の
三
名
で
あ
り
、
委
員
会
設
置
初
期
を
除
く

ほ
と
ん
ど
の
時
期
で
、
同
時
に
三
名
の
海
軍
将
校
が
委
員
会
の
業
務
を
行
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
ほ
ぼ
全
員
が
委
員
会
の
幹
事
を
つ
と

め
、
実
質
的
に
は
軍
事
普
及
委
員
会
専
任
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
彼
ら
に
は
海
軍
省
人
事
局
で
勤
務
せ
よ
と
い
う
辞
令
が
出
さ
れ
て
お

り
、
こ
こ
か
ら
も
海
軍
志
願
者
増
加
を
図
る
と
い
う
目
的
意
識
の
強
い
組
織
で
あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
海
軍
軍
事
普
及
委
員

会
は
、
軍
務
局
長
が
委
員
長
の
職
を
担
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
人
事
局
の
下
部
組
織
的
性
格
の
強
い
組
織
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が

（
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【表一】本務別海軍軍事普及委員会委員一覧
本務 氏名 期間 階級 備考

海軍省

軍務局長

小林躋造 T13. 5. 23～S2. 3. 25 少将 委員長
左近司政三 S2. 3. 25～S4. 9. 6 少将 委員長
堀悌吉 S4. 9. 6～S6. 11. 2 少将 委員長
豊田貞次郎 S6. 11. 7～S7. 5. 12 少将 委員長
寺島健 S7. 5. 13～S7. 10. 1 少将 委員長

人事局1課長

松下元 T13. 5. 23～T14. 12. 1 大佐 幹事
出光万兵衛 T14. 12. 1～S2. 12. 1 大佐
小林宗之助 S2. 12. 6～S4. 11. 30 大佐
岩下保太郎 S4. 11. 30～S6. 12. 1 大佐
清水光美 S6. 12. 10～S7. 10. 1 大佐

人事局2課長

植村茂夫 T13. 5. 23～T14. 12. 1 大佐 人事局3課長兼任
浜田吉治郎 T14. 12. 1～T15. 12. 1 大佐 幹事
羽仁六郎 T15. 12. 1～S3. 12. 10 大佐
松崎伊織 S3. 12. 10～S7. 3. 10 大佐
奥信一 S7. 3. 14～S7. 10. 1 中佐

元帥副官（東郷平八郎付）兼
人事局局員（1課）

浜田吉治郎 T13. 5. 23～T13. 6. 10 中佐
松崎伊織 T13. 6. 10～T15. 5. 1 中佐
奥信一 T15. 5. 1～S3. 4. 15 少佐
鈴木義尾 S3. 4. 18～S5. 2. 5 少佐

（緒方真記） S5. 2. 5～S6. 10. 10 少佐 推定
林彙邇 S6. 10. 14～S7. 10. 1 少佐

軍務局局員（1課）

小林宗之助 T13. 5. 23～T13. 12. 1 中佐
井上成美 T13. 12. 1～T14. 12. 15 少佐
杉山六蔵 T14. 12. 15～S3. 12. 10 少佐
田結穣 S3. 12. 10～S6. 12. 1 中佐
矢野英雄 S6. 12. 10～S7. 10. 1 少佐

教育局局員（1課）兼文庫主管

高柳勝次郎 T13. 5. 23～T14. 11. 10 少佐
松田平重朗 T14. 12. 1～S3. 12. 10 少佐
水崎正次郎 S3. 12. 10～S6. 12. 1 少佐
三坂直廉 S6. 12. 10～S7. 10. 1 中佐

機関局局員（2課） 桜井忠武 T13. 5. 23～T13. 12. 1 機関少佐

教育局局員（1課）

川原宏 T13. 12. 1～T14. 6. 1 機関中佐
須田稔 T14. 6. 4～S2. 12. 1 機関中佐
御所静 S2. 12. 6～S5. 6. 20 機関中佐
沢達 S5. 6. 20～S6. 12. 1 機関少佐
森田貫一 S6. 12. 10～S7. 10. 1 機関中佐

経理局局員（3課）

柳沼広三 T13. 5. 23～T13. 7. 15 主計中佐 1課員兼任
河勉三 T13. 8. 26～? 主計少佐
高松長三 T14. 7. 1～T15. 5. 10 主計中佐
山口芳三 T15. 5. 28～S2. 2. 1 主計少佐
吉用茂雄 S2. 3. 3～S3. 12. 10 主計中佐
吉川漁夫 S3. 12. 10～S6. 4. 20 主計少佐
大松沢文平 S6. 4. 23～S7. 3. 1 主計少佐
岩成義三 S7. 3. 9～S7. 10. 1 主計少佐

軍需局局員（1課）
後藤晴善 S4. 1. 15～S4. 11. 30 中佐
山村実 S4. 11. 30～S5. 8. 15 中佐
小住徳三郎 S5. 8. 15～S7. 10. 1 中佐

海軍省副官 洪泰夫 T13. 5. 23～T13. 12. 1 中佐
軍事参議官副官 洪泰夫 T13. 12. 1～T14. 1. 6 中佐 井出謙治付
軍事参議官副官兼海軍省副官 副島大助 T14. 1. 9～T14. 6. 1 少佐 井出謙治付
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本務 氏名 期間 階級 備考

海軍省

軍事参議官副官兼海軍省副官
水野恭介 T14. 6. 5～T14. 12. 5 大尉 井出謙治付
田結穣 T14. 12. 9～T15. 6. 1 少佐 竹下勇付
佐藤源蔵 T15. 6. 25～S3. 8. 2 少佐 竹下勇付

皇族附武官兼海軍省出仕 磯部淳 S5. 12. 20～S7. 10. 1 少佐 武彦王付

軍令部出仕兼海軍省副官
岡新 S3. 8. 2～S6. 10. 8 少佐
高木惣吉 S6. 10. 10～S7. 3. 3 少佐
中村勝平 S7. 3. 5～S7. 10. 1 少佐

軍令部出仕兼海軍省出仕
（人事局服務）

高力諦蔵 T13. 5. 23～T15. 10. 9 中佐 幹事
杉本幸雄 T15. 11. 4～S3. 12. 10 大佐 幹事
早川成治 T15. 12. 10～S7. 10. 1 少佐 幹事
池田敬之助 S3. 12. 10～S5. 12. 1 大佐 幹事
武富邦茂 S5. 12. 20～S7. 10. 1 大佐 幹事

横須賀鎮守府附
（人事局3課派遣勤務） 武富邦茂 T13. 5. 23～T14. 9. 1 少佐 T13. 12. 20より

人事局2課勤務
横須賀鎮守府附

（人事局2課派遣勤務）
古田中博 T14. 9. 1～S5. 12. 1 少佐 幹事
柴田善治郎 S5. 12. 20～S7. 10. 1 中佐 幹事

海軍省 
外局

艦政本部総務部1課長

和田信房 T13. 5. 23～T14. 9. 18 中佐
御堀伝造 T14. 9. 22～T15. 9. 15 大佐
松下薫 T15. 10. 12～S2. 12. 1 大佐
和田信房 S2. 12. 6～S4. 11. 30 大佐
山下兼満 S4. 11. 30～S6. 12. 1 大佐
星埜守一 S6. 12. 10～S7. 10. 1 大佐

艦政本部部員（1部1課）兼
軍需局局員（1課）

松木益吉 T13. 5. 23～T14. 8. 1 少佐
増田実 T14. 8. 7～S2. 7. 15 少佐
水野（山下）知彦 S3. 4. 11～S4. 5. 20 少佐
上原義雄 S6. 10. 14～S7. 10. 1 少佐

航空本部部員（総務部）兼
軍務局局員（1課） 塚原二四三 S4. 1. 15～S4. 11. 30 中佐

航空本部出仕兼艦政本部
部員（総務部1課） 加藤尚雄 S4. 11. 30～S7. 10. 1 少佐

軍令部

軍令部副官

佐藤巳之吉 T14. 2. 6～T15. 12. 1 大佐
津田静枝 T15. 12. 1～S4. 4. 1 大佐
糟谷宗一 S4. 4. 6～S5. 12. 1 大佐
小池四郎 S5. 12. 20～S7. 10. 1 大佐

軍令部3班5課長

枝原百合一 T13. 5. 23～T13. 12. 1 大佐
廣田穣 T13. 12. 1～S2. 12. 1 大佐
洪泰夫 S2. 12. 6～S5. 12. 1 大佐
前田政一 S5. 12. 20～S7. 10. 1 大佐

軍令部参謀（3班5課）兼
海大教官

日比野正治 T13. 5. 23～T15. 12. 1 中佐
小池四郎 T15. 12. 1～S2. 11. 1 中佐
中村一夫 S5. 12. 20～S7. 10. 1 中佐

軍令部参謀（1班2課）

佐藤市郎 T14. 2. 6～T15. 12. 1 中佐 1班2課勤務は推定
岩村清一 T15. 12. 1～S3. 2. 20 中佐
山口多聞 S3. 2. 23～S4. 9. 17 少佐
岡敬純 S4. 11. 30～S6. 5. 26 中佐 海大教官兼任
徳永栄 S6. 5. 26～S6. 12. 1 中佐
岡田為次 S6. 12. 10～S7. 10. 1 少佐

『海軍公報（部内限）』、『日本海軍史』9巻・10巻、『官報』、Ref.C05021000600、Ref.C05021002100、Ref.C05021926300な
どより作成。
退任日は、『海軍公報（部内限）』に明記がない限り本務の退任日に合わせた。



昭和初期における日本海軍の宣伝機関

四
一

で
き
よ
う
。

こ
の
ほ
か
、
軍
令
部
三
班
五
課
か
ら
課
長
と
参
謀
が
委
員
に
任
命
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
目
に
付
く
。
大
正
一
三
年
一
二
月
以
降
、

当
課
は
「
欧
米
列
国
軍
事
調
査
及
関
係
事
項
」
を
職
掌
と
し
て
い
た 

こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
委
員
会
が
作
成
す
る
軍
事
普
及
資
料
等

に
欧
米
各
国
の
軍
事
情
報
を
提
供
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
東
郷
平
八
郎
付
の
元
帥
副
官
が
常
に
委
員
を
つ
と
め
て
お
り
、

間
接
的
に
東
郷
を
海
軍
の
宣
伝
体
制
の
な
か
に
組
み
込
ん
で
い
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
海
軍
軍
事
普
及
委
員
会
は
海
軍
志
願
者
の
増
加
を
主
た
る
活
動
目
的
と
し
た
組
織
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

れ
で
は
、
次
章
で
委
員
会
の
実
際
の
活
動
を
見
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。

二　

海
軍
軍
事
普
及
委
員
会
の
業
務

委
員
会
創
設
期
の
活
動
内
容
が
分
か
る
史
料
と
し
て
、
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
八
月
に
作
成
さ
れ
た
「
軍
事
普
及
委
員
会
第

二
回
会
務
報
告 

」（
以
下
、「
会
務
報
告
」
と
略
記
）
が
残
存
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
委
員
会
設
置
当
初
の
活
動
実
態
と
現
状
認

識
を
見
て
い
き
た
い
。

こ
の
史
料
で
ま
ず
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
海
軍
外
で
行
わ
れ
る
展
覧
会
へ
の
出
品
協
力
で
あ
る
。
同
年
九
月
に
東
京
市
の
手
に

よ
り
開
か
れ
た
震
災
復
興
記
念
展
覧
会
に
震
災
関
連
の
海
軍
画
を
出
展
し
て
い
る
ほ
か
、
同
市
主
催
の
文
化
計
量
展
覧
会
、
小
樽
で

の
港
湾
展
覧
会
に
出
品
・
援
助
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
文
化
計
量
展
覧
会
の
事
例
で
は
、
会
期
ま
で
の
時
日
が
切
迫
し
て
い
た

た
め
、
軍
艦
の
大
き
さ
な
ど
の
資
料
を
提
供
し
、
展
覧
会
側
で
展
示
物
（
ど
う
い
う
も
の
か
は
不
明
）
を
制
作
さ
せ
る
と
い
う
形
を

と
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
出
来
は
非
常
に
悪
い
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
出
品
物
を
す
べ
て
委
員
会
に
お
い
て
調
製
す
る
必
要

（
17
）

（
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）
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性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
絵
画
を
描
く
こ
と
の
で
き
る
下
士
官
一
名
を
委
員
会
へ
派
遣
す
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
た
（
翌
年
五
月
に
実
現
）。

ま
た
、
艦
船
へ
の
青
少
年
の
便
乗
に
つ
い
て
は
、
東
京
市
少
年
団
、
東
京
市
連
合
青
年
団
、
東
京
府
処
女
会
員
の
便
乗
予
定
が
こ

の
時
点
で
組
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
団
体
と
の
連
絡
は
小
山
武
予
備
役
海
軍
少
将
が
主
に
担
っ
て
い
た
が
、「
将
来
委
員
会
ニ
於
テ

モ
此
等
青
少
年
団
及
処
女
会
ニ
対
シ
テ
ハ
相
当
便
宜
ヲ
与
フ
ル
」
必
要
が
認
め
ら
れ
る
と
あ
る
。
ま
た
、
予
後
備
海
軍
軍
人
で
各
地

に
お
い
て
「
海
軍
ノ
事
情
普
及
」
に
努
め
て
い
る
人
々
を
調
査
し
、
関
係
の
密
接
化
を
図
る
べ
き
と
さ
れ
る
。
各
地
の
青
少
年
団
体
、

お
よ
び
予
後
備
役
軍
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
必
要
性
が
、
こ
こ
で
は
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

活
動
写
真
の
フ
ィ
ル
ム
に
関
し
て
は
、
各
地
の
公
共
団
体
、
小
学
校
等
よ
り
海
軍
省
所
有
の
フ
ィ
ル
ム
借
用
依
頼
が
出
て
い
る
が
、

大
部
分
は
求
め
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
現
状
で
あ
る
と
い
う
。
海
軍
省
所
有
の
も
の
は
、「
貧
弱
」
で
古
く
、
傷
が
多
い
た
め
見

る
価
値
が
少
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
フ
ィ
ル
ム
の
購
入
に
関
し
て
「
各
位
ノ
御
尽
力
」
が
希
望
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

志
願
兵
徴
募
時
や
簡
閲
点
呼
時
に
活
動
写
真
を
利
用
す
れ
ば
、「
局
面
ヲ
打
開
シ
テ
相
当
効
果
ヲ
挙
ゲ
得
ル
」
と
い
う
見
通
し
が
示
さ

れ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
効
果
」
と
は
、
志
願
兵
徴
募
成
績
の
向
上
、
国
民
の
海
軍
へ
の
協
力
的
態
度
を
引
き
出
す
こ
と
な
ど
で
あ 

ろ
う
。

こ
の
ほ
か
、
海
軍
兵
の
夏
季
休
暇
時
に
各
々
の
郷
里
へ
持
ち
帰
ら
せ
る
目
的
で
、
講
話
資
料
と
し
て
「
郷
里
ヘ
ノ
土
産
話
」
な
る

冊
子
一
万
部
を
印
刷
、
配
付
し
た
と
い
う
。
こ
の
冊
子
の
現
物
は
未
確
認
で
あ
る
が
、
海
軍
の
兵
員
が
帰
省
し
て
郷
土
の
人
々
と
接

触
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
活
用
す
る
海
軍
の
姿
勢
が
窺
え
る
。

こ
の
「
会
務
報
告
」
は
、
委
員
会
の
活
動
を
端
的
に
示
す
も
の
と
し
て
非
常
に
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
以
降
の
時

期
に
お
い
て
同
様
の
史
料
は
今
の
と
こ
ろ
見
当
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
か
ら
は
委
員
会
の
規
程
第
二
条
に
見
え
る
六
項
目
に
沿
っ
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て
、
海
軍
省
の
公
文
書
等
に
残
さ
れ
た
委
員
会
の
活
動
の
痕
跡
を
追
跡
し
て
み
た
い
。
行
論
の
都
合
上
、
本
章
で
は
満
州
事
変
勃
発

前
ま
で
の
時
期
を
中
心
に
、
分
析
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

（
１
）
冊
子
類
の
制
作

軍
事
普
及
委
員
会
の
後
身
た
る
海
軍
軍
事
普
及
部
は
、
軍
縮
問
題
等
に
関
す
る
多
く
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
を
作
成
し
、
海
軍
の
主

張
を
発
信
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る 

。
し
か
し
な
が
ら
、
委
員
会
が
海
軍
外
の
人
々
が
読
む
こ
と
を
意
識
し
て
発
行
し
た
政
治

的
色
彩
を
も
つ
冊
子
類
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
満
州
事
変
発
生
前
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
は
個
人
名
義
で
発
行
さ
れ
て
い
る
も
の
も
含
め
、

『
軍
縮
問
題　

倫
敦
会
議
と
な
る
ま
で
』（
昭
和
四
年
一
〇
月
）、『
倫
敦
会
議
の
経
過
概
要
』（
池
田
敬
之
助
述
、
昭
和
五
年
五
月
の
わ

ず
か
二
つ
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
の
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
会
議
に
関
係
が
深
い
も
の
で
、
会
議
の
前
後
に
散

発
的
に
発
行
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
刊
行
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
、
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
た
大
部
分
の
期
間

で
軍
縮
問
題
や
国
際
関
係
な
ど
に
関
す
る
宣
伝
を
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
行
う
こ
と
は
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
、
次
項
に
挙
げ
る
よ
う
な
講
話
資
料
の
整
備
と
講
話
の
実
施
に
よ
っ
て
、
海
軍
の
主
張
を
発
信
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

（
２
）
講
話
・
講
演
の
実
施
お
よ
び
資
料
類
の
整
備

「
公
文
備
考
」
中
に
は
、
昭
和
二
年
ご
ろ
か
ら
の
軍
事
普
及
委
員
会
の
関
与
し
た
講
演
・
講
話
の
記
録
が
残
存
し
て
い
る
。
こ
の
う

ち
、昭
和
二
年
内
に
行
わ
れ
た
講
話
の
一
覧
が
【
表
二
】
と
な
る
（
海
軍
記
念
日
講
話
は
含
ま
れ
な
い
）。
こ
れ
ら
の
講
話
は
、
部
外
の

団
体
か
ら
海
軍
省
へ
講
話
官
派
遣
が
依
頼
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
東
京
府
内
で
開
催
さ
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
と
な
っ

て
い
た
。
こ
れ
以
外
の
各
地
域
で
行
わ
れ
た
講
演
・
講
話
は
、
各
鎮
守
府
へ
と
依
頼
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
19
）
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【
表
二
】
で
派
遣
さ
れ
て
い
る
海
軍
将
校
の
う
ち
、

大
部
分
は
委
員
会
幹
事
た
る
杉
本
幸
雄
が
講
演
を

行
っ
て
い
る
。
杉
本
の
場
合
は
、講
話
を
依
頼
す
る
側

が
杉
本
の
派
遣
を
希
望
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
対

外
的
な
知
名
度
は
そ
れ
な
り
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

先
方
の
指
定
が
な
い
場
合
、
講
演
官
の
選
定
は
軍
事

普
及
委
員
会
が
行
っ
て
い
た
。
そ
の
際
、
依
頼
元
が

希
望
し
て
き
た
講
話
内
容
・
条
件
に
合
わ
せ
、
幹
事

以
外
の
軍
事
普
及
委
員
、
時
に
は
委
員
外
の
将
校
の

派
遣
を
行
っ
た
。
例
え
ば
東
京
帝
国
大
学
の
事
例
で

は
、
列
国
と
の
軍
備
競
争
の
状
況
、
ま
た
は
日
本
海

海
戦
か
ユ
ト
ラ
ン
ド
海
戦
の
戦
術
・
戦
略
的
解
説
を

行
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
希
望
に
対
し
、「
今
回
ハ
問
題

ガ
問
題
故
、
軍
令
部
又
ハ
大
学
校
教
官
等
ノ
中
ヨ
リ

派
遣
サ
ル
ヽ
ヲ
適
当
」
と
判
断
し
て
海
軍
大
学
校
教

官
の
新
見
政
一
中
佐
を
派
遣
し
て
い
る 

。
ま
た
、群
馬

県
の
桐
生
高
等
工
業
学
校
同
窓
会
の
事
例
で
は
、
同

県
北
甘
楽
郡
出
身
で
当
時
横
須
賀
鎮
守
府
艦
船
部
長

（
20
）

【表二】海軍軍事普及委員会が対応した講演・講話（昭和二年）

講演日 主催 開催場所 派遣将校 依頼元からの
講話官指定

S2.3.10 東京府渋谷町 渋谷町公会堂 杉本幸雄 無
S2.3.19 横浜市青年連合団 南吉田尋常高等小学校 左近司政三 一部有（将官級）

S2.4.9 茨城県新治郡教育会斗利出村
教育会ほか

茨城県新治郡斗利出村尋常
高等小学校 中島喜代宣 有

S2.5.14 東京府豊多摩郡女子公友会 旧豊多摩郡役所楼上 小池四郎 無
S2.6.4 帝都教育会 芝区赤羽橋赤羽小学校講堂 杉本幸雄 有
S2.6.6 芝区高輪青年団高輪分団 高輪小学校 杉本幸雄 有（内諾済）
S2.6.9 東京府豊島師範学校 同左 古田中博 無

S2.6.14 東京商科大学配属将校 東京商科大学 杉本幸雄 有

S2.6.26・27 新潟県中頸城郡有田村尚武会
ほか

新潟県中頸城郡有田村・ 
直江津町 古田中博 無

S2.7.3 東京市外代々幡町上原区青年団 東京市外代々幡町上原小学校 杉本幸雄 有
S2.7.4 南葛飾郡教育会 第二大島小学校 杉本幸雄 有

S2.7.12・13 東京帝国大学配属将校 東京帝国大学 新見政一 無
S2.7.16 日本弁護士協会 弁護士会館 小池四郎 無
S2.7.9 如水会倶楽部 ？ 小池四郎 無

S2.7.26 鎌倉建長寺 鎌倉中学校 杉本幸雄 有

S2.8.4 桐生高等工業学校同窓会 群馬県桐生高等工業学校 
大講堂 佐藤巳之吉 無

S2.7.20 渋谷町青年団 渋谷町常盤松小学校 中村一夫 無
S2.10.9 日本弘道会久喜支会 同左 杉本幸雄 有

S2.10.17 赤坂区上溜池青年団 赤坂区溜池町三会堂講堂 杉本幸雄 無
S2.10.19 帝国在郷軍人会 ？ 杉本幸雄 有
S2.11.3 巣鴨刑務所 同左 杉本幸雄 有

アジア歴史資料センター Ref.C04015560400・Ref.C04015560700（昭和二「公文備考」巻二四）、 
Ref.C04015569500～ Ref.C04015571300（昭和二「公文備考」巻二六）より作成。
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で
あ
っ
た
佐
藤
巳
之
吉
を
、講
演
へ
派
遣
し
て
い
る 

。
講
話
官
の
派
遣
に
つ
い
て
は
、比
較
的
柔
軟
な
運
用
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

海
軍
記
念
日
に
お
け
る
講
話
に
関
し
て
は
、
海
軍
省
や
軍
令
部
な
ど
の
海
軍
中
央
か
ら
差
遣
す
る
講
演
官
の
と
り
ま
と
め
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
際
、
派
遣
予
定
将
校
の
希
望
の
派
遣
先
ま
た
は
出
身
地
を
委
員
会
へ
通
知
す
る
よ
う
通
達
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら

に
合
わ
せ
て
派
遣
先
を
決
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る 

。
海
軍
省
副
官
名
で
出
さ
れ
る
各
地
方
宛
の
対
外
的
な
通
牒
の
起

案
も
軍
事
普
及
委
員
会
が
行
っ
て
お
り 

、
海
軍
記
念
日
講
話
の
実
施
に
関
し
て
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
講
演
で
用
い
ら
れ
る
講
演
資
料
の
整
備
も
、
委
員
会
の
業
務
で
あ
っ
た
。
防
衛
省
防
衛
研
究
所
に
は
、
大
正
末
に
作
成

さ
れ
た
海
軍
記
念
日
用
の
講
話
資
料
が
二
つ
残
存
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
大
正
一
四
年
の
海
軍
記
念
日
用
と
思
わ
れ
る
も
の 

、
も
う
一

つ
は
翌
年
の
記
念
日
用
と
思
わ
れ
る
も
の 

で
あ
る
。
前
者
に
は
、「
海
国
日
本
ノ
意
義
」「
列
国
海
軍
の
情
勢
と
我
海
軍
」「
海
軍
記
念

日
ノ
意
義
」「
日
本
海
々
戦
の
蹟
を
偲
び
て
」
な
ど
の
文
章
と
図
表
、
後
者
は
、「
列
国
海
軍
政
策
ノ
概
況
（
大
正
十
五
年
四
月
）」「
海

軍
記
念
日
に
際
し
て
」「
帝
国
海
軍
の
使
命
」
の
文
章
と
図
表
を
収
録
し
て
い
る
。
海
軍
軍
事
普
及
委
員
会
の
名
は
こ
れ
ら
の
資
料
に

は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
委
員
会
が
関
わ
っ
て
い
な
い
と
は
考
え
に
く
い
講
演
資
料
で
あ
る 

。
こ
れ
ら
に
収
録
さ
れ
た
文
章
の
文
体

は
様
々
で
あ
り
、
講
話
の
聴
衆
の
年
齢
層
に
よ
っ
て
適
当
な
講
演
資
料
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
講
演
資
料

の
中
で
は
、

帝
国
の
軍
備
は
帝
国
の
国
防
の
為
め
に
存
す
る
も
の
て
あ
る
。
国
防
と
は
即
日
本
帝
国
の
為
日
本
国
民
の
為
に
必
要
な
る
生
存
自

衛
の
手
段
て
あ
る
。
軍
備
の
為
の
軍
備
て
も
な
く
、
軍
人
の
為
の
軍
備
て
は
勿
論
な
い
。（
中
略
）
日
本
国
民
の
軍
備
て
あ
り
、
国

民
の
国
防
て
あ
る
。
国
民
の
元
気
か
旺
盛
な
ら
す
ん
は
軍
隊
の
士
気
の
昂
る
訳
か
な
く
。

〔
マ
マ
〕国

防
に
対
す
る
国
民
の
思
念
か
真
摯
熱

誠
な
ら
す
ん
は
、
軍
人
の
み
の
努
力
に
依
つ
て
は
軍
備
か
充
実
さ
れ
も
し
な
い
し
国
防
の
安
固
か
増
進
さ
れ
る
も
の
て
も
な
い
。 

と
い
う
一
節
が
あ
り
、
軍
縮
で
国
民
世
論
の
後
援
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
海
軍
の
姿
勢
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
海
軍
軍
事
普
及
委
員
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四
六

会
設
置
前
か
ら
海
軍
は
「
自
ら
の
存
在
意
義
を
広
く
国
民
に
認
識
し
て
も
ら
い
関
心
を
高
め
る
方
法
を
模
索
」
し
て
い
た
が 

、
そ
う

い
っ
た
姿
勢
に
変
化
が
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。

こ
の
種
の
講
話
資
料
は
、
昭
和
期
に
入
っ
て
も
勿
論
制
作
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
四
年
か
ら
は
、『
海
軍
研
究
資
料
』
な
る
冊
子
が
刊

行
さ
れ
始
め
て
い
る 

。
昭
和
四
年
の
も
の
は
「
子
供
に
わ
か
る
日
本
海
々
戦
の
話
」「
女
学
生
む
き
の
軍
艦
小
話
」
な
ど
を
収
録
し
、

前
述
の
聴
衆
に
よ
っ
て
内
容
・
文
体
を
変
え
る
姿
勢
が
よ
り
顕
著
に
表
れ
て
い
た 

。
昭
和
五
年
の
日
本
海
海
戦
二
十
五
周
年
に
あ
た
る

海
軍
記
念
日
に
際
し
て
も
、「
各
部
に
於
て
当
時
を
追
憶
す
る
為
記
念
式
又
は
講
演
を
行
は
る
ゝ
場
合
、
そ
の
資
料
の
一
端
に
供
す

る
」
た
め
、『
日
本
海
海
戦
第
二
十
五
周
年
を
迎
へ
て
』
と
い
う
小
冊
子
を
委
員
会
が
作
成
し
て
い
る 

。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
で
直
接
発

信
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
こ
う
い
っ
た
講
話
資
料
を
用
い
て
講
演
を
行
わ
せ
る
こ
と
で
海
軍
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う
と
し
て
い

た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
講
話
資
料
の
整
備
は
委
員
会
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
業
務
で
あ
っ
た
。

（
３
）
活
動
写
真
の
利
用

前
掲
の
「
会
務
報
告
」
か
ら
も
窺
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
委
員
会
は
発
足
初
期
か
ら
海
軍
省
が
保
有
す
る
活
動
写
真
フ
ィ
ル
ム
の

管
理
を
行
っ
て
い
た
。
海
軍
部
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
海
軍
外
か
ら
の
フ
ィ
ル
ム
貸
与
願
い
に
対
し
て
も
申
出
に
沿
っ
た
内
容
の

フ
ィ
ル
ム
を
送
付
し
て
い
た 

。
フ
ィ
ル
ム
の
数
に
限
り
が
あ
る
関
係
で
全
て
の
要
望
に
応
え
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
が
、

「
会
務
報
告
」
で
示
さ
れ
た
よ
う
な
活
動
写
真
の
活
用
に
関
す
る
姿
勢
の
も
と
に
、
フ
ィ
ル
ム
の
活
用
を
行
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
時

に
は
軍
事
普
及
委
員
が
フ
ィ
ル
ム
を
携
行
し
、
上
映
と
と
も
に
講
演
を
行
う
こ
と
も
あ
っ
た 

。

ま
た
、
海
軍
を
題
材
と
す
る
映
画
撮
影
へ
の
協
力
も
早
い
時
期
か
ら
行
っ
て
い
た
。
大
正
一
三
年
に
は
、
小
笠
原
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
の
小
笠
原
明
峰
の
申
出
に
応
じ
て
、
日
清
戦
争
中
の
美
談
を
題
材
と
し
た
「
水
兵
の
母
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
映
画
撮
影
に
関
し
、

（
28
）

（
29
）

（
30
）

（
31
）

（
32
）

（
33
）
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四
七

横
須
賀
在
泊
の
艦
艇
内
で
の
撮
影
仲
介
を
行
っ
て
い
る 

。
こ
の
件
に
つ
い
て
、「
海
軍
思〔

マ
マ
〕想

普
及
委
員
ノ
指
導
ノ
下
ニ
行
ハ
シ
メ
海
軍

ト
シ
テ
モ
之
ヲ
利
用
シ
テ
ハ
如
何 

」
と
い
う
よ
う
に
、
軍
事
普
及
委
員
が
直
接
映
画
撮
影
の
指
導
を
行
っ
て
は
ど
う
か
と
い
う
意
見
が

部
内
か
ら
上
が
っ
て
い
た
（
こ
の
時
は
横
須
賀
鎮
守
府
に
指
導
を
依
頼
）。

昭
和
五
年
の
、
軍
艦
内
の
水
兵
の
生
活
を
収
録
し
た
映
画
を
作
成
し
た
い
と
い
う
帝
国
キ
ネ
マ
演
芸
の
申
出
に
対
し
て
は
、「
海
軍

志
願
兵
奨
励
竝
ニ
海
軍
軍
事
普
及
上
極
メ
テ
有
益 

」
と
の
判
断
の
も
と
撮
影
に
便
宜
を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
時
は
、
軍
事
普
及
委
員
の

古
田
中
博
が
派
遣
さ
れ
て
映
画
撮
影
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
撮
影
の
内
容
に
関
し
て
は
、「
軍
艦
旗
揚
方
迄
ハ
成
ル
可
ク

国
定
教
科
書
「
軍
艦
生
活
ノ
朝
」
ノ
解
説
ニ
努
ム
ル
コ
ト
」、「
規
律
正
シ
キ
中
ニ
モ
上
下
和
気
靄
々
タ
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
」、

「
生
活
ガ
単
調
平
凡
ナ
ラ
ズ
且
ツ
明
ル
キ
コ
ト
ヲ
知
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
」、「
活
溌
ニ
シ
テ
愉
快
ナ
ル
中
ニ
時
ニ
滑
稽
モ
ア
ル
コ
ト
」、「
士

官
ノ
撮
影
ハ
職
務
執
行
時
必
要
ノ
時
ノ
ミ
ト
シ
余
リ
出
サ
ヌ
コ
ト
（
士
官
ト
兵
員
ト
ノ
生
活
ガ
余
リ
異
ナ
ル
如
キ
誤
解
ヲ
生
ゼ
シ
メ

ヌ
コ
ト
）」
と
い
う
具
体
的
な
指
示
を
行
っ
て
お
り 

、
海
軍
の
積
極
的
姿
勢
が
窺
え
る
。
志
願
兵
募
集
に
対
す
る
効
果
が
望
め
る
も
の

で
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
こ
れ
と
同
時
期
に
は
、
日
本
活
動
写
真
株
式
会
社
の
「
撃
滅
」
撮
影
に
対
す
る
便
宜
も
供
与
し
て
い
る 

。
こ

の
よ
う
な
部
外
か
ら
の
撮
影
希
望
に
応
え
て
い
く
こ
と
で
、
前
掲
の
「
会
務
報
告
」
に
あ
る
よ
う
な
海
軍
省
所
有
の
フ
ィ
ル
ム
の
不

足
と
い
う
状
況
は
徐
々
に
改
善
さ
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
海
軍
部
外
か
ら
の
全
て
の
撮
影
要
求
に
応
じ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
昭
和
二
年
秋
に
、「
村
の
花
嫁
」
と
題
す
る
映

画
製
作
の
た
め
、
出
来
る
だ
け
大
き
な
軍
艦
の
甲
板
上
で
演
技
の
模
様
を
撮
影
し
た
い
と
い
う
旨
を
松
竹
キ
ネ
マ
鎌
田
撮
影
所
が
申

し
出
た
。
こ
れ
に
対
し
、
シ
ナ
リ
オ
の
大
筋
が
男
女
関
係
を
題
材
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
水
兵
が
一
年
で
帰
休
を
許
さ
れ
た
こ

と
に
対
し
村
人
が
喜
ぶ
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
は
事
実
に
相
違
し
、
か
つ
思
想
上
不
適
当
で
あ
る
こ
と
、
軍
艦
上
で
の
シ
ー
ン
は
有
っ
て

も
無
く
て
も
よ
い
程
度
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
、「
我
国
ト
シ
テ
ハ
斯
ル
場
合
ニ
軍
艦
ニ
俳
優
ヲ
立
タ
セ
ル
コ
ト
ハ
軍
事
普
及
上
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四
八

ノ
見
地
ヨ
リ
シ
テ
モ
不
許
可
当
然
」
と
し
て
、
申
出
を
拒
否
し
て
い
る 

。
商
業
的
な
映
画
撮
影
に
は
一
定
の
距
離
を
取
り
つ
つ
も
、
内

容
が
海
軍
へ
の
理
解
推
進
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
便
宜
を
与
え
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

（
４
）
民
間
の
各
種
刊
行
物
の
利
用

軍
事
普
及
委
員
は
、
た
び
た
び
雑
誌
へ
海
軍
関
係
の
文
章
の
寄
稿
を
行
っ
た
。
そ
れ
ら
の
内
容
は
、
高
力
諦
蔵
「
海
軍
の
話
」（『
税
』

四－

三
・
四
、
一
九
二
六
年
三
月
・
四
月
）、
杉
本
幸
雄
「
海
軍
の
一
般
」（『
補
習
教
育
』
四
七
～
五
七
、
一
九
二
七
年
一
月
～
一
一

月
）
の
よ
う
な
、
海
軍
に
関
す
る
知
識
を
解
説
す
る
類
の
も
の
が
多
く
、
軍
縮
会
議
や
国
際
関
係
な
ど
に
踏
み
込
ん
だ
内
容
を
も
つ

文
章
は
そ
れ
ほ
ど
無
か
っ
た
と
い
え
る
。
池
田
敬
之
助
が
、
ロ
ン
ド
ン
会
議
開
催
直
前
に
「
華
府
会
議
よ
り
倫
敦
会
議
へ
」
と
い
う

文
章
を
『
民
政
』（
三－

一
二
、
一
九
二
九
年
一
二
月
）
等
へ
寄
せ
て
い
る
事
例
も
あ
る
が
（
内
容
は
前
掲
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
軍
縮

問
題　

倫
敦
会
議
と
な
る
ま
で
』
と
同
様
）、
こ
れ
は
む
し
ろ
例
外
的
だ
っ
た
。
民
間
の
各
種
刊
行
物
を
利
用
す
る
場
合
、
文
章
の
内

容
は
主
に
海
軍
知
識
の
紹
介
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
政
治
的
な
部
分
に
踏
み
込
む
こ
と
は
少
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

海
軍
関
係
の
書
籍
を
扱
う
出
版
社
と
の
連
携
も
見
ら
れ
る
。
大
正
一
五
年
当
時
、
写
真
雑
誌
『
海
軍
』
を
刊
行
し
て
い
た
光
村
美

術
出
版
部
に
よ
る
「
東
京
湾
上
で
の
地
方
長
官
招
待
の
演
習
見
学
状
況
撮
影
」
の
申
出
に
対
し
て
は
、
古
田
中
を
派
遣
し
て
撮
影
の

指
導
に
当
た
ら
せ
て
い
る 

。
ま
た
、
海
軍
研
究
社
編
『
今
日
の
海
軍
』
と
い
う
書
籍
に
対
し
て
は
、
委
員
会
は
海
軍
省
教
育
局
と
と
も

に
「
指
導
」
と
「
検
閲
」
を
行
っ
て
い
る 

。
海
軍
関
係
出
版
社
の
指
導
も
、
委
員
会
の
業
務
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
５
）
海
軍
部
外
の
団
体
の
利
用

部
外
団
体
と
の
連
携
と
い
う
意
味
で
は
、
ま
ず
は
海
軍
関
係
団
体
へ
の
対
応
が
業
務
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
大
正
一
五
年
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四
九

に
開
艦
し
た
記
念
艦
三
笠
の
管
理
・
運
営
を
担
当
す
る
三
笠
保
存
会
に
対
す
る
協
力
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。
昭
和
三
年
に
三
笠
保

存
会
か
ら
申
出
の
あ
っ
た
「
記
念
艦
三
笠
一
代
記
」
と
も
言
う
べ
き
映
画
の
撮
影
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
希
望
に
沿
う
も
の
と

し
て
、
古
田
中
中
佐
を
委
員
と
し
て
派
遣
し
て
い
る 

。
さ
ら
に
、
昭
和
五
年
に
行
わ
れ
た
三
笠
保
存
会
・
日
本
産
業
協
会
主
催
の
「
海

と
空
の
博
覧
会
」
に
対
し
て
は
、
海
軍
側
委
員
に
普
及
委
員
会
幹
事
な
ど
が
任
命
さ
れ
、
陳
列
参
考
品
貸
与
へ
の
便
宜
を
図
っ
て
い

る 

。
ま
た
、
海
軍
協
会
に
対
し
て
は
、
会
誌
『
海
之
日
本
』
に
武
富
が
文
章
を
寄
せ
た
り 

、
協
会
主
催
の
「
元
寇
展
覧
会
」
に
「
蒙
古

襲
来
図
」
な
ど
を
貸
し
出
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る 

。
あ
る
種
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
海
軍
関
係
団
体
の
依
頼
に
対

し
委
員
会
は
便
宜
を
図
っ
て
い
た
。
た
だ
し
残
存
し
て
い
る
史
料
を
見
る
限
り
、
積
極
的
に
関
連
団
体
の
運
営
の
指
導
を
行
っ
て
い

た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
依
頼
に
応
え
る
と
い
う
形
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
委
員
会
規
程
に
記
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
「
誘
導
」
を
ど
こ
ま
で
行
っ
て
い
た
の
か
は
、
定
か
で
は
な
い
。

そ
の
他
の
団
体
に
対
し
て
は
、
前
述
の
よ
う
な
講
演
会
、
も
し
く
は
展
覧
会
・
博
覧
会
へ
の
協
力
が
確
認
で
き
る
。
各
地
方
で
行

わ
れ
る
博
覧
会
、
展
覧
会
等
に
対
し
て
は
、「
海
軍
思
想
普
及
ノ
為
相
当
便
宜
を
与
ヘ
」
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
貸
し
出
し
た
展
示

品
・
兵
器
類
の
破
損
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る 

。

（
６
）
海
軍
見
学
者
の
案
内

こ
れ
に
関
し
て
は
、
軍
事
普
及
委
員
会
が
関
与
し
て
い
た
痕
跡
が
公
文
書
中
に
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
ず
、
不
明
な
点
が
多
い
。
こ

れ
は
、
海
軍
の
見
学
は
主
に
鎮
守
府
・
工
廠
や
艦
隊
等
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
見
学
者
の
対
応
は
こ
れ
ら
の
各
機
関
に
所
属

す
る
将
校
等
の
手
で
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
軍
事
普
及
委
員
会
の
業
務
と
し
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
比
率
の
高
い
も
の
で
は
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
軍
艦
見
学
者
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類 （
艦
船
の
デ
ー
タ
・
特
徴
、
海
軍
一
般
に
関
す
る
話
な
ど
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を
含
む
）
は
、
軍
事
普
及
委
員
会
が
作
成
に
関
与
し
て
い
た
可
能
性
が
非
常
に
高

い
。

※

以
上
、
満
州
事
変
勃
発
前
ま
で
の
海
軍
軍
事
普
及
委
員
会
が
ど
の
よ
う
な
業
務

を
こ
な
し
て
い
た
の
か
を
概
観
し
て
き
た
。
規
程
に
は
委
員
会
は
「
研
究
調
査
及

立
案
」（「
案
画
」）
を
行
う
と
あ
る
が
、
時
間
が
経
つ
に
し
た
が
っ
て
「
自
然
ニ
若

干
程
度
ノ
実
行
ヲ
伴
フ 
」
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
（
ど
の
程
度
が
「
若
干
」
な
の
か

は
難
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
）。
な
お
、
新
聞
社
向
け
の
報
道
発
表
を
行
う
の
は

海
軍
大
臣
官
房
所
属
の
海
軍
省
副
官
の
職
務
で
あ
り
、
委
員
会
は
ほ
と
ん
ど
の
場

合
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
。
新
聞
社
に
対
し
て
は
海
軍
大
臣
官
房
、
新
聞
以
外
に

対
し
て
は
軍
事
普
及
委
員
会
と
い
う
よ
う
な
分
業
体
制
が
敷
か
れ
て
い
た
の
で
あ

る 

。
委
員
会
の
活
動
が
次
第
に
充
実
し
て
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
後
年
に
比
べ
る
と

見
劣
り
す
る
と
は
い
え
、
昭
和
五
年
に
は
海
軍
全
体
で
【
表
三
】
の
よ
う
な
軍
事

普
及
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

業
務
の
内
容
を
見
て
い
え
る
こ
と
は
、
委
員
会
の
活
動
は
や
は
り
政
治
的
色
彩

は
比
較
的
薄
く
、
あ
く
ま
で
海
軍
に
関
す
る
知
識
普
及
が
中
心
業
務
で
あ
っ
た
こ

と
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
講
演
資
料
の
内
容
や
、
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
会
議 
前
後
に
軍
縮
に
関
す
る
啓
蒙
を
担
う
な
か
で
政
治
的
要

素
を
含
む
活
動
を
行
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
軍
縮
対
策
の
た
め
の
世
論
工
作
を
中
心
的
に
担
え
る
よ
う
な
組
織
で
は
な
か
っ
た
と
考

（
48
）

（
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）

（
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）

【表三】昭和五年の軍事普及実施状況
事項 数（単位）
軍事講演の聴講者数 910,213（人）
海軍活動写真の観覧者数 1,404,501（人）
軍港・要港・兵学校の観覧者数 394,780（人）
艦船への便乗者数 78,143（人）
軍楽隊の奏楽の聴衆 600,900（人）
ラジオ放送の回数 17（回）

軍事普及用資料の作成数 262,650（部）
797,750（枚）

新聞・雑誌等への寄稿数 224（回）
兵器需品の無償下付件数 259（件）
海軍省作成の活動写真 3（タイトル）
海軍省で撮影に対し指導援助を行った活動写真 5（タイトル）
兵器・需品・その他参考品を貸与した博覧会・展覧会 25（箇所）

『海軍公報（部内限）附録』、昭和六年二月九日（Ref.C12070330000、「昭和六年　海軍公報
（部内限）」）より作成。
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え
ら
れ
る
。
や
は
り
、
志
願
兵
な
ど
の
人
材
確
保
を
主
眼
と
し
た
活
動
の
比
重
が
大
き
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
委
員
会
の

性
質
は
、
満
州
事
変
勃
発
後
、
特
に
第
一
次
上
海
事
変
の
発
生
後
に
変
容
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
、
海
軍
軍
事
普
及
部
へ
の
改
組
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
次
章
で
は
、
そ
の
様
子
を
見
て
い
き
た
い
。

三　

海
軍
軍
事
普
及
部
へ
の
改
組

前
章
で
検
討
し
た
通
り
の
業
務
を
こ
な
し
つ
つ
、
海
軍
軍
事
普
及
委
員
会
は
徐
々
に
組
織
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
て
い
っ
た
。
特

に
、
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
一
二
月
に
委
員
会
専
任
相
当
の
幹
事
が
三
人
体
制
と
な
っ
た
頃
か
ら
「
公
文
備
考
」
に
残
る
委
員

会
関
連
の
公
文
書
の
量
も
増
加
し
、
着
実
に
そ
の
職
務
を
遂
行
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
大
正
末
年
に
は
、
委
員
会
専
用
の
起
案

用
紙
の
様
式
が
整
備
さ
れ
、
円
滑
な
事
務
の
進
行
の
た
め
の
仕
組
み
が
整
え
ら
れ
て
い
る 

。
ま
た
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
は

「
本
委
員
会
事
業
ノ
進
展
ニ
伴
ヒ
特
ニ
部
外
ニ
対
ス
ル
交
渉
繁
劇
ヲ
加
ヘ
、
之
ニ
使
用
ス
ル
公
文
ニ
ハ
事
務
ノ
性
質
上
官
印
押
捺
ヲ
必

要
」
と
す
る
と
し
て
、「
海
軍
軍
事
普
及
委
員
会
委
員
長
」
の
職
印
設
置
の
要
求
が
な
さ
れ
、
海
軍
大
臣
に
認
め
ら
れ
た 

。
さ
ら
に
、

昭
和
四
年
以
降
は
軍
事
普
及
委
員
会
関
連
の
公
文
書
が
、
海
軍
省
「
公
文
備
考
」
の
な
か
に
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
て
保
存
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

委
員
会
の
活
動
の
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
六
年
九
月
の
満
州
事
変
の
勃
発
と
、
そ
れ
に
続
く
翌
年
一
月
末
に
発
生
し
た
第
一

次
上
海
事
変
で
あ
る
。
特
に
後
者
は
、
海
軍
が
深
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
委
員
会
の
業
務
量
の
爆
発
的
増
加
を
も
た
ら
し

た
。【
表
四
】
は
、
上
海
事
変
発
生
直
後
の
昭
和
七
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
軍
事
普
及
委
員
会
が
関
与
し
た
講
演
・
講
話
の
一
覧

で
あ
る
。
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【表四】海軍軍事普及委員会が対応した講演・講話（昭和七年二月・三月）
講演日 主催 開催場所 派遣将校 依頼元からの

講話官指定
S7. 2. 2 慶應義塾精神科学研究会 慶應義塾大ホール 岡野俊吉 無
S7. 2. 5 東京日日新聞社 東京日日新聞社横浜支局講堂 柴田善治郎 有
S7. 2. 9 川崎第百銀行 同左 武富邦茂 無
S7. 2. 9 帝国在郷軍人会日本橋区分会海軍班 日本橋区役所公会堂 柴田善治郎 有

S7. 2. 10 日清紡績株式会社其折会 同左 武富邦茂 無
S7. 2. 10 麴町区民会 麴町区公会堂 柴田善治郎 無
S7. 2. 11 浅草区地方今戸町会 浅草区地方今戸町 柴田善治郎 無
S7. 2. 11 大日本国防義会 帝国鉄道協会講堂 岡野俊吉 有（武富を希望）
S7. 2. 13 東京朝日新聞社 同左 武富邦茂 無
S7. 2. 13 本郷区教育会 東京帝国大学仏教青年会館 柴田善治郎 無
S7. 2. 13 交詢社 同左 武富邦茂 無
S7. 2. 15 帝国弁護士会 麹町区東京弁護士会館 関根郡平 有
S7. 2. 15 日本工業倶楽部 同左 武富邦茂 有
S7. 2. 15 錦城商業学校 同左 柴田善治郎 無
S7. 2. 18 帝国在郷軍人会日本橋区分会海軍班 日本橋倶楽部 柴田善治郎 有
S7. 2. 24 支那研究協会 交詢社会議室 岡野俊吉 有（内諾済）
S7. 2. 24 東京府 北多摩郡府中町北多摩税務出張所 柴田善治郎 無
S7. 2. 24 本郷連隊区将校団 下谷区役所楼上公会堂 柴田善治郎 無
S7. 2. 25 東京経済倶楽部 日本橋白木屋会議室 柴田善治郎 無
S7. 2. 26 東京市教育局ほか 東京市牛込高等小学校 柴田善治郎 無
S7. 2. 27 帝国在郷軍人会本郷支部 小松川第二小学校 柴田善治郎 無
S7. 3. 1 帝国在郷軍人会日本橋区分会 日本橋区城東尋常小学校 柴田善治郎 有
S7. 3. 5 帝国在郷軍人会本郷支部 小松川第二小学校 柴田善治郎 無
S7. 3. 6 東京洋服商工同業組合芝北区部 芝公園芝区役所公会堂 柴田善治郎 有（武富を希望）

S7. 3. 6 東京洋服商工同業組合神田
区部ほか 神田区役所公会堂 柴田善治郎 無

S7. 3. 7 東京日日新聞社 東京日日新聞社横浜支局講堂 柴田善治郎 有
S7. 3. 7 日本女子大学校 同左 関根郡平 有（内諾済）
S7. 3. 8 帝国在郷軍人会日本橋区分会海軍班 日本橋区浜町尋常小学校 柴田善治郎 有
S7. 3. 8 国本社 同左 関根郡平 有（内諾済）
S7. 3. 9 東京市月島市民館 同左 柴田善治郎 無
S7. 3. 9 東京日日新聞社 日本橋白木屋ホール 武富邦茂 有

S7. 3. 10 マツダ助成会 丸ノ内電気倶楽部大講堂 柴田善治郎 無
S7. 3. 10 月島十日会 月島第一小学校 岡野俊吉 有（内諾済）
S7. 3. 12 修養団東京連合会 代々木修養団本部 柴田善治郎 無

S7. 3. 14 東京小間物化粧品品卸商同
業組合啓進会 日本橋倶楽部 柴田善治郎 無

S7. 3. 14 帝国在郷軍人会平塚町連合分会 神奈川県中郡平塚町 武富邦茂 有（内諾済）
S7. 3. 14 帝国在郷軍人会千葉市連合分会 千葉市県教育会館 岡野俊吉 無
S7. 3. 15 東京市日本橋区 日本橋区役所公会堂 武富邦茂 有
S7. 3. 16 岐阜県揖斐郡海軍班 岐阜県揖斐郡揖斐町 柴田善治郎 無
S7. 3. 17 明治製糖株式会社川崎工場木曜会 日本工業倶楽部 武富邦茂 無
S7. 3. 19 市田青年訓練所 同左 柴田善治郎 有
S7. 3. 19 京橋区女子青年団 京橋高等小学校 柴田善治郎 無
S7. 3. 20 帝国在郷軍人会浅草区分会 浅草区公会堂 武富邦茂 有
S7. 3. 21 帝国在郷軍人会秩父郡連合分会 埼玉県秩父郡野上村小学校 岡野俊吉 有
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三

こ
れ
を
み
る
と
、
昭
和
二
年
と
同
様
講
演
の
実
施
地
は
大
部
分
が
東
京
府
内
で
あ

る
が
、
わ
ず
か
二
か
月
で
五
五
件
の
講
話
を
実
施
し
て
お
り
、
劇
的
に
件
数
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
、
専
任
相
当
の
軍
事
普
及
委
員
幹
事
へ
の
負
担

が
一
気
に
増
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
例
え
ば
柴
田
善
治
郎
中
佐
は
、
確
認
で
き
る

だ
け
で
二
か
月
間
に
三
一
回
も
の
講
演
を
こ
な
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
依
頼
元
の

要
望
に
十
分
に
応
ず
る
こ
と
の
で
き
な
い
場
合
も
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
岐
阜

県
揖
斐
郡
海
軍
班
主
催
で
催
さ
れ
た
閑
院
宮
参
謀
総
長
・
伏
見
宮
軍
令
部
長
就
任
感

謝
大
会
で
の
講
演
希
望
に
対
し
て
は
、
同
郡
内
で
最
大
四
日
間
四
回
の
講
話
を
希
望

し
て
き
た
依
頼
元
に
対
し
、「
目
下
各
方
面
ヨ
リ
ノ
講
演
希
望
多
数
」
の
た
め
大
会
当

日
の
一
度
の
み
講
演
官
を
派
遣
し
て
い
る 

。
さ
ら
に
は
、
講
演
官
の
都
合
が
つ
か
ず
派

遣
を
謝
絶
し
た
例
も
あ
っ
た 

。
満
州
事
変
発
生
か
ら
昭
和
七
年
五
月
末
に
か
け
て
、
委

員
会
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
講
演
数
は
全
国
で
九
〇
〇
箇
所
、
聴
衆
は
六
七
万
人
あ
ま

り
に
上
っ
た
と
い
う 

。
上
海
事
変
の
発
生
は
、
講
演
・
講
話
業
務
の
著
し
い
増
加
を
も

た
ら
し
た
と
い
え
る
。

ま
た
、
軍
事
普
及
委
員
の
戦
地
へ
の
派
遣
も
行
わ
れ
て
い
た
。
二
月
中
旬
に
は
、

「
上
海
ニ
於
ケ
ル
内
外
国
通
信
ノ
状
況
視
察
」
の
た
め
、
早
川
成
治
少
佐
が
上
海
へ
の

出
張
を
命
じ
ら
れ
て
い
る 
。
次
い
で
同
月
下
旬
に
は
、
武
富
邦
茂
大
佐
が
「
上
海
方
面

ノ
事
情
」
を
国
民
に
正
し
く
理
解
さ
せ
る
「
資
料
蒐
集
」
の
た
め
に
、
同
地
へ
派
遣

（
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講演日 主催 開催場所 派遣将校 依頼元からの
講話官指定

S7. 3. 22 三河島警察署 三河島警察署楼上 柴田善治郎 有
S7. 3. 24 大崎警察署 大崎警察署講堂 武富邦茂 有

S7. 3. 24・26 帝国在郷軍人会本郷区分会長 本郷区昭和小学校・汐見小学校 柴田善治郎 無
S7. 3. 26 大久保町青年会 豊多摩郡大久保小学校講堂 武富邦茂 無

S7. 3. 26 帝国在郷軍人会四谷区分会
ほか 四谷区四谷第二小学校 拒絶 有（武富を希望）

S7. 3. 27 国民教育会 神田区日本大学 柴田善治郎 無
S7. 3. 28 隅田川水上隣保館 南千住町第四瑞光小学校講堂 柴田善治郎 無

S7. 3. 28 帝国在郷軍人会深川区分会
長 深川区深川小学校 武富邦茂 有

S7. 3. 29 神田区青年団 神田区役所公会堂 柴田善治郎 無
S7. 3. 31 真宗本願寺派東京布教会 四谷区林光寺 柴田善治郎 無

S7. 3. ? 富士電機製造株式会社 ？ 武富邦茂 無
アジア歴史資料センター Ref. C05022047900～ Ref. C05022048500（昭和七「公文備考」Ｅ巻八）より作成。



五
四

さ
れ
て
い
る 

。
武
富
は
、
こ
の
出
張
で
の
視
察
を
も
と
に
三
月
一
二
日
に
ラ
ジ
オ
で
「
上
海
の
戦
闘
を
視
察
し
て
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
上
海
の
戦
況
を
語
る
ラ
ジ
オ
講
演
を
行
っ
て
お
り 

、【
表
四
】
に
含
ま
れ
る
講
演
で
も
そ
の
経
験
談
を
語
っ
て
い
る
。
ラ
ジ
オ
講
演

の
内
容
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
お
り 

、
活
字
に
よ
っ
て
も
情
報
の
拡
散
が
図
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
海
軍
が
刊
行
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
は
、
上
海
事
変
勃
発
前
後
に
急
激
に
そ
の
数
を
増
や
す
。【
表
五
】
は
、
満
州
事

変
後
に
海
軍
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
冊
子
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
刊
行
の
ピ
ー
ク
は
上
海
事
変
直
後
の

二
月
～
三
月
で
あ
っ
た
。
委
員
会
設
置
後
か
ら
普
及
部
へ
の
改
組
ま
で
の
時
期
に
お
け
る
海
軍
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
ほ
と
ん
ど
が
当
該

期
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
軍
事
普
及
委
員
会
が
存
在
し
て
い
た
期
間
の
う
ち
こ
の
時
期
が
海
軍
に
よ
る
情
報
発
信
が
最
も
盛
ん
に
な
っ

た
時
期
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
お
お
よ
そ
一
万
か
ら
一
万
五
千
部
印
刷
さ
れ
、
官
公
庁
、
貴
衆
両
院
議

員
、
新
聞
社
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
、
海
軍
関
係
団
体
等
に
配
布
さ
れ
た 

。

第
一
次
上
海
事
変
の
軍
事
衝
突
が
始
ま
っ
た
の
は
昭
和
七
年
一
月
二
八
日
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
三
日
後
の
二
月
一
日
に
は
、

早
く
も
上
海
事
変
に
関
す
る
最
初
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
（【
表
五
】
③
）。
こ
れ
は
、
上
海
事
変
の
経
過
を
解
説
し

た
う
え
で
、

上
海
事
件
の
真
相
は
、
敵
正
規
軍
の
予
め
準
備
せ
る
攻
撃
に
対
す
る
我
陸
戦
隊
の
自
衛
行
為
で
あ
り
、
不
信
暴
戻
極
ま
る
支
那

軍
の
積
極
的
挑
戦
で
あ
る
。
数
日
来
南
京
上
海
等
の
漢
字
新
聞
は
、
或
は
日
本
飛
行
機
四
台
を
撃
破
し
た
と
か
、
或
は
装
甲
車

三
台
捕
獲
、
夕
張
撃
沈
等
の
支
那
一
流
の
誇
張
的
宣
伝
記
事
を
大
々
的
に
掲
載
し
て
、
盛
に
民
心
を
煽
動
し
て
居
る
。
そ
の
電

報
は
漢
口
方
面
や
福
州
、
厦
門
、
広
東
方
面
に
も
伝
は
つ
て
、
一
般
に
日
本
に
対
す
る
侮
蔑
的
態
度
が
漸
次
露
骨
に
な
り
つ
ゝ

あ
る
の
で
各
地
在
留
邦
人
は
続
々
引
き
揚
げ
つ
ゝ
あ
る
状
況
で
あ
つ
て
、
今
後
の
事
態
、
竝
そ
の
影
響
は
那
辺
に
波
及
す
る
や

計
り
知
れ
ぬ
も
の
が
あ
る
。
此
の
際
我
国
民
は
更
に
一
段
の
決
心
を
以
て
此
の
難
局
に
当
る
の
覚
悟
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。 
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五
五

と
ま
と
め
る
。
こ
れ
は
、
中
国
側
の
宣
伝
に
対

抗
し
て
上
海
事
変
に
お
け
る
日
本
軍
の
行
動
の

正
当
性
を
主
張
し
、
国
民
の
「
覚
悟
」
を
促
す

も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
国
際
的
な
「
宣
伝

戦
」
の
枠
組
み
の
な
か
で
、
自
国
民
向
け
に
「
正

確
」
な
情
報
や
海
軍
の
主
張
を
流
布
す
る
も
の

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。『
上
海
事
変
に
関
す
る
虚

報
に
基
く
誤
解
を
解
く
』（【
表
五
】
⑦
）
と
い

う
冊
子
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う

な
当
該
期
の
海
軍
宣
伝
の
性
質
を
よ
り
露
骨
に

表
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。「
満
蒙
」
が
「
日
本

の
生
命
線
」
な
ら
ば
、
長
江
一
帯
は
日
本
の
「
生

活
線
」
で
あ
る
と
し
て
、
海
軍
の
行
動
の
正
当

性
を
訴
え
て
い
る
も
の
も
あ
る 

。
対
内
・
対
外
宣

伝
双
方
の
必
要
性
の
増
大
は
、
こ
の
後
の
海
軍

軍
事
普
及
部
へ
の
改
組
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
と

な
る
。

以
上
の
ほ
か
、
海
軍
は
観
覧
者
が
約
二
八
〇

（
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）

【表五】満州事変勃発後から委員会改組までの海軍パンフレット類
番号 著者・編者 タイトル 刊行年月日 備考
① 海軍省 明春ノ軍縮会議ニ就テ S6. 11. 15 講演資料

② 海軍省 満洲事変と我海軍の警備状況 S6. 11 柴田善治郎執筆 
（Ref.C05021565800より）

③ 海軍省 上海事件に就て S7. 2. 1
④ 海軍省 上海事件の経過（其一） S7. 2. 4 軍事普及委員会寄贈
⑤ 海軍省 軍縮会議と海軍問題 S7. 2. 10 軍事普及委員会寄贈
⑥ 海軍省 上海事件の経過（其二） S7. 2. 15
⑦ 海軍省 上海事変に関する虚報に基く誤解を解く S7. 2. 16 軍事普及委員会寄贈
⑧ 海軍省 上海事件の経過（其三） S7. 2. 20
⑨ 海軍省 上海事変と帝国海軍の行動 S7. 2. 22 軍事普及委員会寄贈
⑩ 海軍省 上海事件の経過（其四） S7. 2. 26 軍事普及委員会寄贈
⑪ 海軍省 一般軍縮会議に就き S7. 2 軍事普及委員会寄贈

⑫ 海軍軍事普及委員会
（佐藤脩述） 上海事変の実情 S7. 2 講話資料（部内限）

⑬ 海軍省 上海事件の経過（其五） S7. 3. 7 軍事普及委員会寄贈
⑭ 海軍省（武富邦茂述） 上海戦線を視察して S7. 3. 10 軍事普及委員会寄贈
⑮ 海軍省 上海事件の経過（其六） S7. 3. 19
⑯ 海軍省 上海事変勃発後に於ける支那各地状況 S7. 3
⑰ 海軍省（岡野俊吉述） 上海事件を中心として S7. 3 軍事普及委員会寄贈
⑱ 海軍省 時局関係美談集（其一） S7. 4
⑲ 海軍省 時局関係美談集（其二） S7. 4
⑳ 海軍省 一般軍縮会議経過概説　其の一 S7. 4
㉑ 海軍省 上海事変と我海軍 S7. 5

㉒ 海軍軍事普及委員会
（岡敬純著）

六月二十二日発表せる米国大統領軍縮提
案の考察 S7. 6

㉓ 海軍省 時局関係美談集（其三） S7. 7
㉔ 海軍軍事普及委員会編 対日経済封鎖の一考察 S7. 8
㉕ 海軍省 一般軍縮会議経過概説　其の二 S7. 8

国立国会図書館および防衛省防衛研究所所蔵のもの。



五
六

万
人
に
も
上
る
規
模
の
活
動
写
真
の
映
写
会
を
行
い
、
上
海
事
変
に
関
す
る
活
動
写
真
撮
影
に
対
し
支
援
を
行
っ
た
。
ま
た
、
新
聞
・

雑
誌
に
は
昭
和
七
年
内
に
軍
事
普
及
の
目
的
で
四
二
二
回
の
寄
稿
を
行
っ
た
が
、
そ
の
多
く
は
事
変
関
連
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

さ
ら
に
、
各
地
で
開
催
さ
れ
た
博
覧
会
・
展
覧
会
二
七
箇
所
に
対
し
、
参
考
品
の
貸
与
を
行
っ
て
い
る 

。
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
確
か
に
上
海
事
変
を
き
っ
か
け
と
し
て
海
軍
の
宣
伝
は
大
規
模
化
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

た
だ
し
こ
の
時
期
、
委
員
会
に
と
っ
て
は
も
う
一
つ
重
要
な
取
り
組
む
べ
き
テ
ー
マ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、【
表
五
】
の
⑤
⑪
な
ど

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
軍
縮
会
議
へ
の
対
応
で
あ
る
。
対
象
と
な
っ
た
軍
縮
会
議
は
、
昭
和
七
年
二
月
か
ら
昭
和
九
年
五
月
に
か
け

て
国
際
連
盟
が
主
催
し
た
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
一
般
軍
縮
会
議
で
あ
っ
た 

。
こ
の
会
議
で
は
、
連
盟
非
加
盟
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
、
ソ
ビ
エ
ト

を
含
む
六
四
か
国
が
参
加
し
、
陸
・
海
・
空
軍
す
べ
て
の
軍
備
の
制
限
が
話
し
合
わ
れ
た
。
海
軍
は
、
こ
の
軍
縮
会
議
で
如
何
な
る

内
容
を
も
つ
協
定
が
成
立
す
る
の
か
と
い
う
点
に
強
い
関
心
を
も
っ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
一
般
軍
縮
会
議
で
協
定
が

成
立
す
れ
ば
、
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
条
約
の
期
限
を
迎
え
る
昭
和
一
〇
年
に
新
た
に
軍
縮
会
議
が
開
催
さ
れ
る
可
能
性
は
低
い
と
見

て
い
た
か
ら
で
あ
る 

。

こ
う
い
っ
た
軍
縮
関
連
冊
子
で
は
、
従
来
の
軍
縮
会
議
へ
の
不
信
感
が
露
骨
に
発
露
さ
れ
る
。

曰
く
華
府
会
議
。
曰
く
寿
府
会
議
。
曰
く
倫
敦
会
議
。
其
の
掲
ぐ
る
と
こ
ろ
の
標
幟
は
孰
れ
も
正
義
人
道
に
基
く
、
世
界
の
平

和
、
国
民
負
担
の
軽
減
な
ら
ざ
る
は
な
し
で
あ
つ
た
。
し
か
し
真
に
、
此
等
会
議
の
動
機
が
、
果
し
て
茲
に
在
つ
た
で
あ
ら
う

か
。
こ
れ
は
誰
で
も
直
に
肯
定
は
出
来
ぬ
で
あ
ら
う
。
真
の
動
機
は
、
純
然
た
る
、
世
界
の
平
和
で
な
く
、
国
民
負
担
の
軽
減

を
期
し
な
が
ら
、
己
れ
優
位
を
獲
得
せ
ん
と
す
る
、
一
二
強
国
の
、
政
策
遂
行
の
方
便
で
あ
る
と
い
ふ
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

（
中
略
）
少
く
と
も
、
列
国
平
等
の
観
念
に
基
き
、
他
国
を
進
攻
し
得
ざ
る
範
囲
内
に
於
て
、
相
互
に
制
限
縮
小
を
行
ひ
、
此
の

制
限
範
囲
内
に
於
て
、
幾
何
程
度
の
兵
力
を
充
実
す
る
や
は
、
こ
れ
こ
そ
各
国
の
国
力
、
国
情
に
応
じ
て
、
実
行
す
る
を
理
想
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五
七

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
、
事
実
は
ど
う
で
あ
る
か
。
華
府
条
約
に
於
て
は
、
現
有
勢
力
を
基
礎
と
せ
る
、
主
力
艦
、

航
空
母
艦
の
比
率
を
規
定
し
て
、
他
国
に
強
制
し
、
然
か
も
、
自
己
に
不
利
と
見
れ
ば
、
現
有
勢
力
等
云
々
す
る
こ
と
な
く
、

寿
府
会
議
、
倫
敦
会
議
に
於
て
は
、
是
れ
明
か
に
、
一
二
強
国
が
、
自
国
政
策
の
遂
行
に
便
し
た
も
の
と
い
ふ
も
過
言
で
は
あ

る
ま
い
。 

こ
う
し
た
海
軍
の
世
界
観
が
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
内
に
露
わ
に
な
っ
て
く
る
よ
う
に
な
る
の
が
、
こ
の
時
期
の
特
徴
と
い
え
る
。

そ
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
会
議
で
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
海
軍
の
主
張
、
す
な
わ
ち
補
助
艦
総
括
対
米
七
割
、
大
型
巡
洋
艦
対
米
七
割
、

潜
水
艦
自
主
的
保
有
量
の
い
わ
ゆ
る
「
三
大
原
則
」
を
今
度
こ
そ
貫
徹
で
き
る
よ
う
、「
協
定
の
改
善
に
、
全
力
を
尽
す
べ
き
」
で
あ

る
と
強
調
す
る 

。
こ
う
い
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
り
軍
縮
会
議
に
対
す
る
海
軍
の
公
式
見
解
を
示
し
、
国
論
の
不
統
一
に
よ
っ
て
海

軍
の
要
求
が
貫
徹
さ
れ
な
い
事
態
を
避
け
よ
う
と
し
た
と
い
え
よ
う
。
第
一
次
上
海
事
変
と
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
海
軍
軍
縮
会
議
と
い
う
二

つ
の
出
来
事
に
よ
っ
て
、
軍
事
普
及
委
員
会
の
活
動
は
政
治
的
色
彩
を
濃
く
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
七
年
一
〇
月
、
海
軍
軍
事
普
及
委
員
会
は
海
軍
軍
事
普
及
部
へ
と
改
組
さ
れ
る
。
所
管
事
項
は
、「
海
軍
ニ
対
ス
ル
内
外
輿
論

ノ
指
導
及
宣
伝
ニ
関
ス
ル
計
画
」、「
内
外
ニ
対
ス
ル
所
要
情
報
ノ
発
表
竝
ニ
通
報
ニ
関
ス
ル
事
項
」、「
宣
伝
及
普
及
ニ
関
ス
ル
各
方

面
ト
ノ
連
絡
ニ
関
ス
ル
事
項
」、「
諜
報
及
宣
伝
ノ
防
衛
ニ
関
ス
ル
事
項
」、「
内
外
新
聞
、
雑
誌
及
写
真
ノ
検
閲
ニ
関
ス
ル
事
項
」、「
部

外
ニ
発
表
セ
ン
ト
ス
ル
諸
原
稿
ニ
関
ス
ル
事
項
」、「
一
般
軍
事
普
及
ニ
関
ス
ル
計
画
」、「
宣
伝
用
図
書
類
ノ
作
製
及
配
付
ニ
関
ス
ル

事
項
」、「
部
外
海
軍
見
学
者
其
ノ
他
ノ
指
導
ニ
関
ス
ル
事
項
」
と
な
り
、
宣
伝
業
務
を
一
手
に
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
る 

。
さ
ら
に
、

専
任
の
委
員
長
が
置
か
れ
、
部
内
に
二
課
が
お
か
れ
る
な
ど
、
組
織
の
拡
充
が
図
ら
れ
た
。
満
州
事
変
・
上
海
事
変
を
通
じ
て
海
軍

の
宣
伝
体
制
の
不
備
が
認
識
さ
れ
た
こ
と
が
、
こ
の
改
組
へ
と
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る 

。
ま
た
、
改
組
直
後
に
国
際
関
係
や
軍
縮
に
関

す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
相
次
い
で
発
行
し
て
い
る 

こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
軍
縮
会
議
に
備
え
た
改
組
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
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八

普
及
部
へ
の
改
組
後
は
、
政
治
的
主
張
を
含
ん
だ
、
よ
り
盛
ん
な
情
報
発
信
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
特
に
第
二
次
ロ
ン
ド
ン

海
軍
軍
縮
会
議
に
か
け
て
の
時
期
に
、
軍
縮
に
関
す
る
海
軍
の
主
張
を
盛
ん
に
発
信
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
日
本
の
軍
縮
条
約
体
制

か
ら
の
離
脱
、
お
よ
び
そ
れ
に
よ
る
国
際
的
孤
立
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
海
軍
の
政
治
的
宣
伝
の
傾

向
は
、
軍
事
普
及
委
員
会
時
代
末
期
に
形
成
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

海
軍
軍
事
普
及
委
員
会
は
、
軍
縮
の
衝
撃
と
そ
れ
に
伴
う
海
軍
志
願
兵
徴
募
の
不
振
の
流
れ
を
受
け
て
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
た
め

当
初
は
海
軍
志
願
者
の
増
加
を
図
る
組
織
と
し
て
計
画
さ
れ
、
そ
の
後
や
や
方
針
の
修
正
が
あ
っ
た
も
の
の
、
基
本
的
に
は
志
願
兵

募
集
の
た
め
の
機
関
と
し
て
の
性
格
が
強
か
っ
た
と
い
え
る
。
ゆ
え
に
、
そ
の
活
動
の
中
心
は
海
軍
に
関
す
る
知
識
を
広
め
る
こ
と

で
あ
り
、
講
演
の
実
施
、
講
演
資
料
の
整
備
、
活
動
写
真
の
活
用
、
外
部
団
体
か
ら
の
依
頼
へ
の
対
応
な
ど
に
よ
り
、
国
民
の
海
軍

理
解
の
促
進
を
図
っ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
活
動
に
お
い
て
は
、
政
治
的
主
張
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。

そ
う
い
っ
た
委
員
会
の
活
動
に
変
化
を
与
え
た
の
が
、
満
州
事
変
お
よ
び
第
一
次
上
海
事
変
の
勃
発
で
あ
る
。
ま
た
、
ほ
ぼ
同
時

期
に
開
催
さ
れ
て
い
た
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
一
般
軍
縮
会
議
も
、
そ
の
変
化
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
委
員
会
に
よ
る
宣
伝
が
、

こ
の
時
期
を
境
に
政
治
的
色
彩
を
強
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
満
州
事
変
お
よ
び
第
一
次
上
海
事
変
が
海
軍
の
宣
伝
に
与
え
た
影
響

は
す
で
に
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
一
般
軍
縮
会
議
の
存
在
も
宣
伝
の
変
容
の
要

因
と
し
て
挙
げ
て
お
き
た
い
。
委
員
会
末
期
に
活
動
の
傾
向
が
変
化
し
て
い
く
な
か
で
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
一
〇
月
に
海
軍

軍
事
普
及
部
へ
の
改
組
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。



昭和初期における日本海軍の宣伝機関

五
九

さ
て
、
軍
事
普
及
委
員
会
は
運
営
当
時
海
軍
内
で
如
何
な
る
地
位
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
戦
中
期
に
海
軍
の
宣
伝
に
携
わ
っ
た

松
島
慶
三
の
回
想
に
、
昭
和
三
年
ご
ろ
の
委
員
会
の
状
況
を
回
顧
し
た
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
な
お
こ
の
史
料
は
松
島
の
回

想
で
は
あ
る
が
、
小
説
の
体
裁
と
な
っ
て
い
る
た
め
登
場
人
物
は
基
本
的
に
仮
名
と
な
っ
て
い
る
。

三
坪
ば
か
り
の
室
―
白
い
壁
に
は
、
日
本
海
海
戦
の
三
笠
艦
橋
の
油
絵
や
、
軍
艦
や
飛
行
機
の
ポ
ス
タ
ー
が
べ
た
一
面
に

貼
っ
て
あ
り
、
五
つ
ば
か
り
の
机
の
上
に
は
、
書
き
さ
し
の
絵
や
、
雑
誌
そ
の
他
の
書
類
が
雑
然
と
散
ら
ば
っ
て
い
る
。（
中
略
）

古
田
村
中
佐
〔
古
田
中
ヵ
〕
は
、「
海
軍
と
い
う
と
こ
ろ
は
君
、
普
及
宣
伝
な
ん
か
ま
っ
た
く
問
題
に
し
と
ら
ん
よ
。
外
国
で
は

君
、
あ
の
通
り
世
界
大
戦
（
第
一
次
）
の
教
訓
を
痛
切
に
感
じ
て
、
大
々
的
に
宣
伝
組
織
を
つ
く
り
、
宣
伝
報
道
の
方
法
を
研

究
し
て
い
る
の
だ
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
日
本
の
海
軍
は
サ
イ
レ
ン
ト
ネ
ー
ビ
ー
だ
よ
、
テ
ン
で
、
僕
等
の
意
見
は
通
ら
な
い

し
、
ま
あ
、
せ
い
ぜ
い
、
海
軍
記
念
日
の
ポ
ス
タ
ー
く
ば
り
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
だ
ね
―
」 

ま
た
、
作
中
の
古
田
村
は
さ
ら
に
「
と
に
か
く
、
こ
の
配
置
は
、
海
軍
で
は
一
番
の
貧
乏
く
じ
だ
よ
」
と
述
べ
て
い
る 

。
少
な
く
と
も

昭
和
三
年
前
後
、
軍
事
普
及
委
員
会
は
あ
ま
り
目
立
つ
組
織
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
委
員
会
お
よ
び
後
継
の
軍
事
普
及
部
に

光
が
当
た
る
の
は
、
や
は
り
満
州
事
変
後
、
ま
た
は
普
及
部
へ
の
改
組
以
降
の
時
期
と
な
る
の
だ
ろ
う
。
海
軍
軍
事
普
及
部
の
活
動

の
分
析
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註（
1
）  

藤
田
俊
『
戦
間
期
日
本
陸
軍
の
宣
伝
政
策
』（
芙
蓉
書
房
出
版
、
二
〇
二
一
）。

（
2
）  

土
田
宏
成
「
日
露
戦
後
の
海
軍
拡
張
運
動
に
つ
い
て
」（『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
六
、
二
〇
〇
二
）、
同
「
一
九
三
○
年
代
に
お
け
る
海

軍
の
宣
伝
と
国
民
的
組
織
整
備
構
想
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
二
六
、
二
〇
〇
六
）、
同
「
日
中
戦
争
か
ら
日
米
開
戦
ま
で
の
海
軍
協

会
の
活
動
に
つ
い
て
」（『
神
田
外
語
大
学
日
本
研
究
所
紀
要
』
四
、
二
〇
〇
九
）。

（
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）

（
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）



六
〇

（
3
）  

木
村
美
幸
「
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
海
軍
協
会
の
宣
伝
活
動
と
海
軍
志
願
兵
徴
募
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
六
七
、
二
〇
一
八
）、
中
嶋
晋
平
『
戦
前
期

海
軍
の
P
R
活
動
と
世
論
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
二
一
）。
陸
軍
と
異
な
り
、
海
軍
は
志
願
兵
を
重
視
し
て
い
た
。

（
4
）  
福
田
理
「
１
９
３
０
年
代
前
半
の
海
軍
宣
伝
と
そ
の
効
果
」（『
防
衛
学
研
究
』
三
三
、
二
〇
〇
五
）、
林
美
和
「
海
軍
軍
事
普
及
部
の
広
報
活
動
に
関

す
る
一
考
察
」（『
呉
市
海
事
歴
史
科
学
館
研
究
紀
要
』
六
、
二
〇
一
二
）、
坂
口
太
助
「
戦
間
期
に
お
け
る
日
本
海
軍
の
宣
伝
活
動
」（『
史
叢
』
九
四
、

二
〇
一
六
）。

（
5
）  

章
霖
「
大
正
期
に
お
け
る
海
軍
の
艦
隊
行
動
と
地
域
社
会
」（『
史
学
雑
誌
』
一
二
九－

九
、
二
〇
二
〇
）、
同
「
一
九
二
二
年
「
日
本
一
周
巡
航
」
と

日
本
海
軍
の
宣
伝
活
動
」（『
年
報
近
現
代
史
研
究
』
一
三
、
二
〇
二
一
）。

（
6
）  

木
村
聡
「
美
保
関
事
件
と
日
本
海
軍
」（『
日
本
歴
史
』
八
五
〇
、
二
〇
一
九
）、
同
「
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
後
の
海
軍
大
演
習
」（『
軍
事
史
学
』
五
五－

一
、
二
〇
一
九
）、
同
「
連
合
艦
隊
の
政
治
運
動
」（『
日
本
歴
史
』
八
六
八
、
二
〇
二
〇
）。

（
7
）  

前
掲
註
三
中
嶋
『
戦
前
期
海
軍
の
P
R
活
動
と
世
論
』
第
八
章
。

（
8
）  

前
掲
註
四
坂
口
「
戦
間
期
に
お
け
る
日
本
海
軍
の
宣
伝
活
動
」。
ま
た
、
前
掲
註
四
福
田
「
１
９
３
０
年
代
前
半
の
海
軍
宣
伝
と
そ
の
効
果
」（
七
〇
・

七
一
頁
）
も
、
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

（
9
）  

海
軍
次
官
岡
田
啓
介
宛
大
湊
要
港
部
参
謀
長
坂
元
貞
二
「
海
軍
紀
念
日
講
話
ニ
関
ス
ル
件
」、
大
正
一
二
年
六
月
二
十
二
日
（「
記
念
日
講
話
報
告

（
11
）」、R

ef.C08050709000

、
大
正
一
二
「
公
文
備
考
」
巻
二
〇
）。
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
引
用
史
料
に
つ
い
て
は
、
史
料
名
の
あ
と

に
フ
ァ
イ
ル
名
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ド
、
出
典
簿
冊
名
（
年
「
公
文
備
考
」
巻
数
）
を
列
記
す
る
。

（
10
）  

駄
場
裕
司
「
軍
縮
期
に
お
け
る
海
軍
志
願
兵
の
志
願
状
況
」（『
軍
事
史
学
』
四
五－

二
、
二
〇
〇
九
）、
七
頁
。

（
11
）  

「
大
正
十
二
年
度
各
鎮
志
願
兵
徴
募
報
告
摘
要
」（「
志
願
兵
（
１
）」、R

ef.C08050865900

、
大
正
一
二
「
公
文
備
考
」
巻
九
四
）。
当
該
期
の
海
軍

と
世
論
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
三
中
嶋
『
戦
前
期
海
軍
の
Ｐ
Ｒ
活
動
と
世
論
』
第
八
章
を
参
照
。

（
12
）  

各
人
事
部
長
宛
人
事
局
第
一
課
長
「
人
事
部
長
会
議
ニ
関
ス
ル
件
」、
大
正
一
三
年
三
月
□
日
（「
人
事
部
長
会
議
（
１
）」、Ref.C08051053800

、
大

正
一
三
「
公
文
備
考
」
巻
六
）。

（
13
）  

各
人
事
部
長
宛
人
事
局
第
一
課
長
「
人
事
部
長
会
議
諮
問
事
項
追
加
ノ
件
」、
大
正
一
三
年
四
月
四
日
（
前
掲
註
一
二
「
人
事
部
長
会
議
（
１
）」）。

な
お
、
第
五
条
の
経
費
に
関
す
る
規
定
は
、
官
制
に
定
め
ら
れ
た
組
織
で
は
な
い
委
員
会
の
経
費
が
如
何
に
支
弁
さ
れ
て
い
た
の
か
を
考
え
る
う
え
で

非
常
に
興
味
深
い
。
海
軍
に
設
置
さ
れ
た
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
田
中
宏
巳
「
海
軍
各
種
委
員
会
の
定
量
的
研
究
」（『
日
本
歴
史
』
五
九
〇
、
一
九
九
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六
一

七
）
を
参
照
。

（
14
）  
「
大
正
十
四〔

三
〕年

五
月
人
事
部
長
会
議
々
題
」（
前
掲
註
一
二
「
人
事
部
長
会
議
（
１
）」）。

（
15
）  
「
海
軍
軍
事
普
及
委
員
会
組
織
ノ
件
」、
大
正
一
三
年
四
月
一
二
日
（『
海
軍
制
度
沿
革
』
二
、
一
九
四
一
、
海
軍
大
臣
官
房
、
三
二
九
・
三
三
〇
頁
）。

（
16
）  
「
海
軍
軍
事
普
及
委
員
会
規
程
」、
大
正
一
三
年
五
月
二
三
日
（
前
掲
註
一
五
『
海
軍
制
度
沿
革
』
二
、
三
三
〇
頁
）。

（
17
）  

「
海
軍
軍
令
部
事
務
分
課
及
定
員
配
属
」、
大
正
一
三
年
一
二
月
一
日
改
正
（
前
掲
註
一
五
『
海
軍
制
度
沿
革
』
二
、
九
四
六
頁
）。

（
18
）  

防
衛
省
防
衛
研
究
所
所
蔵
「
大
正
十
三
年　

雑
輯
綴
」（
①
‐
そ
の
他
‐
１
０
５
）。

（
19
）  

前
掲
註
四
林
「
海
軍
軍
事
普
及
部
の
広
報
活
動
に
関
す
る
一
考
察
」。

（
20
）  

東
京
帝
国
大
学
配
属
将
校
陸
軍
歩
兵
大
佐
中
村
濱
作
宛
海
軍
省
副
官
「
講
話
官
派
遣
ノ
件
」、
昭
和
二
年
七
月
五
日
（「
講
話
官
派
遣
の
件
」、R

ef. 

C04015570400

、
昭
和
二
「
公
文
備
考
」
巻
二
六
）。

（
21
）  

横
須
賀
鎮
守
府
副
官
宛
海
軍
省
副
官
「
講
演
官
派
遣
ニ
関
ス
ル
件
」、
昭
和
二
年
七
月
一
四
日
（「
講
話
官
派
遣
の
件
」、R

ef. C04015570900

、
昭
和

二
「
公
文
備
考
」
巻
二
六
）。

（
22
）  

海
軍
省
軍
務
局
長
宛
海
軍
軍
事
普
及
委
員
会
委
員
長
「
海
軍
記
念
日
講
演
官
ノ
件
」、
昭
和
三
年
五
月
二
日
（「
講
話
者
派
遣
方
の
件
」、R

ef.

C04016174700

、
昭
和
三
「
公
文
備
考
」
巻
六
二
）、
軍
務
局
長
ほ
か
宛
海
軍
軍
事
普
及
委
員
会
委
員
長
「
記
念
日
講
演
官
ニ
関
ス
ル
件
照
会
」、
昭
和

六
年
四
月
二
七
日
（「
官
房
第
９
４
２
号 

６
．
３
．
２
５ 

海
軍
記
念
日
講
演
に
関
す
る
件
（
１
）」、R

ef.C05021563300

、
昭
和
六
「
公
文
備
考
」
E

巻
二
の
二
）。

（
23
）  

…
〔
マ
マ
〕県

学
務
部
長
宛
海
軍
省
副
官
「
海
軍
記
念
日
講
演
官
派
遣
ニ
関
ス
ル
件
回
答
」、
昭
和
六
年
五
月
一
二
日
（
前
掲
註
二
二
「
官
房
第
９
４
２
号 

６
．

３
．
２
５ 

海
軍
記
念
日
講
演
に
関
す
る
件
（
１
）」）。
軍
事
普
及
委
員
会
は
官
制
に
規
定
さ
れ
た
組
織
で
な
い
た
め
か
、
対
外
的
な
文
書
は
大
抵
の
場

合
海
軍
省
副
官
名
で
出
さ
れ
て
い
た
。

（
24
）  

防
衛
省
防
衛
研
究
所
所
蔵
「
海
軍
記
念
日
講
演
資
料
」（
②
‐
日
露
戦
争
‐
2
）。

（
25
）  

防
衛
省
防
衛
研
究
所
所
蔵
「
海
軍
記
念
日
講
演
資
料　

其
の
１
～
４
」（
②
‐
日
露
戦
争
‐
1
）

（
26
）  

註
二
五
の
史
料
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
海
軍
記
念
日
に
際
し
て
」
と
い
う
文
章
に
は
、「
杉
本
海
軍
大
佐
稿
」
と
い
う
署
名
が
あ
る
。
こ
れ
は
杉
本
幸

雄
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
彼
は
大
正
一
五
年
一
一
月
に
委
員
に
任
命
さ
れ
て
お
り
、
在
任
時
期
と
合
致
し
な
い
。
こ
の
あ
た
り
の
詳
細
は
不
明
。

（
27
）  

「
日
本
海
海
戦
記
念
日
講
演
資
料　

乙
」（
前
掲
註
二
四
「
海
軍
記
念
日
講
演
資
料
」）
一
四
・
一
五
頁
。
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（
28
）  

前
掲
註
三
中
嶋
『
戦
前
期
海
軍
の
P
R
活
動
と
世
論
』、
二
四
一
頁
。

（
29
）  

『
海
軍
研
究
資
料
』
そ
の
も
の
に
は
委
員
会
の
名
前
は
無
い
が
、
内
務
省
宛
の
送
付
文
書
を
軍
事
普
及
委
員
が
起
案
し
て
い
る
た
め
、
委
員
会
に
よ
っ

て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
（
内
務
省
宛
海
軍
省
副
官
「
印
刷
物
送
付
ノ
件
通
知
」、
昭
和
五
年
五
月
八
日
、「
官
房
第
１
５
７
９
号 

５
．

５
．
８ 

印
刷
物
送
付
の
件
」、R

ef.C05021140600

、
昭
和
五
「
公
文
備
考
」
E
巻
二
の
二
）。

（
30
）  

『
海
軍
研
究
資
料
』
昭
和
四
年
（
海
軍
省
、
一
九
二
九
）。

（
31
）  

海
軍
省
編
『
日
本
海
海
戦
第
二
十
五
周
年
を
迎
へ
て
』（
海
軍
省
、
一
九
三
〇
）
表
紙
見
返
し
、
内
務
省
宛
海
軍
省
副
官
「
印
刷
物
送
付
ノ
件
通
知
」、

昭
和
五
年
四
月
一
四
日
（「
官
房
第
１
２
１
４
号 

５
．
４
．
１
４ 

印
刷
物
送
付
の
件
」、R

ef.C05021140400

、
昭
和
五
「
公
文
備
考
」
E
巻
二
の
二
）。

（
32
）  

郡
山
市
在
郷
軍
人
会
連
合
分
会
長
宛
海
軍
省
副
官
「
活
動
写
真
フ
イ
ル
ム
ノ
件
」、
大
正
一
三
年
一
一
月
八
日
（「
写
真
及
活
動
写
真
（
７
）」、R

ef.

C08051079000

、
大
正
一
三
「
公
文
備
考
」
巻
一
六
）。

（
33
）  

山
梨
県
右
左
口
村
中
込
帝
国
在
郷
軍
人
会
分
会
長
宛
海
軍
省
副
官
「
海
軍
講
演
並
活
動
写
真
映
写
ノ
件
」、
大
正
一
五
年
一
月
一
九
日
（「
海
軍
講
演

並
活
動
写
真
映
写
の
件
」、R

ef.C04015080900

、
昭
和
元
「
公
文
備
考
」
巻
二
一
）。

（
34
）  

小
笠
原
明
峰
宛
海
軍
省
副
官
「
艦
内
ニ
テ
活
動
写
真
撮
影
ノ
件
」、
大
正
一
三
年
一
二
月
四
日
（
前
掲
註
三
二
「
写
真
及
活
動
写
真
（
７
）」）。

（
35
）  

「
小
笠
原
「
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
」
活
動
写
真
「
水
兵
と
其
の
母
」
ノ
実
写
ニ
関
ス
ル
件
」、
大
正
一
三
年
一
一
月
二
五
日
（
前
掲
註
三
二
「
写
真
及
活

動
写
真
（
７
）」）。

（
36
）  

第
一
艦
隊
参
謀
長
宛
海
軍
省
副
官
「
海
軍
映
画
作
製
ノ
件
照
会
」、
昭
和
五
年
六
月
三
日
（「
官
房
第
１
９
４
０
号 

５
．
６
．
３ 

海
軍
映
画
作
製
の

件
」、R

ef. C05021141600

、
昭
和
五
「
公
文
備
考
」
E
巻
二
の
二
）。

（
37
）  

海
軍
軍
事
普
及
委
員
会
「
撮
影
ニ
関
シ
希
望
事
項
」（「
官
房
第
１
５
８
０
号 

５
．
５
．
８ 

海
軍
映
画
作
製
の
件
」、R

ef.C05021145000

、
昭
和
五

「
公
文
備
考
」
E
巻
二
の
二
）。

（
38
）  

横
須
賀
鎮
守
府
司
令
長
官
宛
海
軍
大
臣
事
務
管
理
「
被
服
物
品
貸
与
の
件
訓
令
」、
昭
和
五
年
二
月
六
日
（「
官
房
第
４
０
２
号 

５
．
２
．
６ 

被
服
物

品
貸
与
の
件
」、R

ef.C05021249600

、
昭
和
五
「
公
文
備
考
」
H
巻
一
）。

（
39
）  

蒲
田
撮
影
所
長
城
戸
四
郎
宛
海
軍
省
副
官
「
艦
上
ニ
テ
劇
撮
影
ノ
件
」
お
よ
び
付
属
の
覚
書
、
昭
和
二
年
一
一
月
一
七
日
（「
艦
上
に
て
劇
撮
影
の

件
」、R

ef.C04015561300

、
昭
和
二
「
公
文
備
考
」
巻
二
四
）。

（
40
）  

光
村
美
術
出
版
部
宛
海
軍
省
副
官
「
軍
艦
便
乗
及
撮
影
ノ
件
」、
大
正
一
五
年
四
月
二
一
日
（「
軍
艦
便
乗
及
撮
影
の
件
」、R

ef.C04015081700

、
昭
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和
元
「
公
文
備
考
」
巻
二
一
）。

（
41
）  

海
軍
研
究
社
編
『
今
日
の
海
軍
』（
海
軍
研
究
社
、
一
九
二
八
）
は
し
が
き
一
頁
。

（
42
）  
三
笠
保
存
会
会
長
男
爵
阪
谷
芳
郎
宛
海
軍
次
官
「
フ
ヰ
ル
ム
製
作
方
ニ
関
ス
ル
件
」、
昭
和
三
年
九
月
一
日
（「
フ
イ
ル
ム
作
成
方
に
関
す
る
件
」、Ref.

C04016170600

、
昭
和
三
「
公
文
備
考
」
巻
六
一
）。

（
43
）  

関
係
各
庁
長
宛
海
軍
次
官
「
博
覧
会
に
関
す
る
委
員
の
件
通
知
」、
昭
和
四
年
六
月
一
一
日
（「
駆
逐
艦
模
型
出
品
に
関
す
る
件
」、Ref.C04016655300

、

昭
和
四
「
公
文
備
考
」
巻
一
三
）、
水
路
部
副
官
ほ
か
宛
海
軍
省
副
官
「
海
と
空
の
博
覧
会
へ
参
考
品
貸
与
の
件
照
会
」、
昭
和
五
年
一
月
二
〇
日
（「
官

房
第
１
６
８
号 
５
．
１
．
２
０ 

海
と
空
の
博
覧
会
へ
参
考
品
貸
与
の
件
」、R

ef.C05021139600

、
昭
和
五
「
公
文
備
考
」
E
巻
二
の
二
）。

（
44
）  

武
富
邦
茂
「
海
軍
と
水
産
」（『
海
之
日
本
』
七
三
、
一
九
三
一
年
三
月
）。

（
45
）  

海
軍
協
会
会
長
内
田
嘉
吉
宛
海
軍
省
副
官
「
展
覧
会
出
陳
用
図
書
貸
与
ノ
件
通
知
」、
昭
和
六
年
八
月
一
四
日
（「
官
房
第
２
５
９
７
号 

６
．
８
．
１

４ 

展
覧
会
出
陳
用
図
書
貸
与
の
件
」、R

ef.C05021566800

、
昭
和
六
「
公
文
備
考
」
E
巻
二
の
二
）。

（
46
）  

各
鎮
守
府
・
各
要
港
部
参
謀
長
宛
海
軍
省
副
官
「
博
覧
会
等
ニ
関
ス
ル
件
申
進
」、
昭
和
四
年
三
月
一
八
日
（「
博
覧
会
等
に
関
す
る
件
」、R

ef.

C04016655100

、
昭
和
四
「
公
文
備
考
」
E
巻
一
三
）。

（
47
）  

「
軍
艦
長
門
案
内
」（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
所
蔵
「
昭
和
五
年　

参
考
綴
」、
①
‐
そ
の
他
‐
１
１
５
）。

（
48
）  

田
中
宏
巳
・
影
山
好
一
郎
監
修
、
海
軍
軍
令
部
編
『
昭
和
六
・
七
年
事
変
海
軍
戦
史
』
二
（
緑
蔭
書
房
、
二
〇
〇
一
）
八
六
六
頁

（
49
）  

前
掲
註
四
八
海
軍
軍
令
部
編
『
昭
和
六
・
七
年
事
変
海
軍
戦
史
』
二
、
八
六
五
・
八
六
七
頁
。

（
50
）  

ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
会
議
前
後
の
海
軍
の
宣
伝
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
準
備
し
て
い
る
。

（
51
）  

渋
谷
町
長
藤
田
信
次
郎
宛
海
軍
省
副
官
「
講
話
官
派
遣
ニ
関
ス
ル
件
」、
昭
和
二
年
三
月
五
日
（「
講
話
官
派
遣
に
関
す
る
件
」、R

ef.C0401569500

、

昭
和
二
「
公
文
備
考
」
巻
二
六
）。
文
書
自
体
は
昭
和
二
年
に
入
っ
て
か
ら
の
も
の
だ
が
、
日
付
欄
に
「
大
正
」
の
印
字
が
あ
る
。

（
52
）  

海
軍
大
臣
宛
海
軍
軍
事
普
及
委
員
会
委
員
長
「
官
印
ノ
件
」、
昭
和
三
年
九
月
二
六
日
（「
軍
普
２
１
１
号
官
印
設
置
の
件
」、R

ef.C04016422100

、

昭
和
三
「
公
文
備
考
」
巻
一
〇
七
）。

（
53
）  

岐
阜
県
揖
斐
郡
海
軍
班
長
宛
海
軍
省
副
官
「
講
演
官
派
遣
ニ
関
ス
ル
件
回
答
」、
昭
和
七
年
三
月
九
日
（「
官
房
第
１
２
４
号
の
３
１ 

７
．
３
．
９ 

海

軍
中
佐
柴
田
善
治
郎
講
演
官
派
遣
に
関
す
る
件 

他
」、R

ef.C05022048400

、
昭
和
七
「
公
文
備
考
」
E
巻
八
）。

（
54
）  

四
谷
区
分
会
長
宛
海
軍
省
副
官
「
講
演
官
派
遣
ニ
関
ス
ル
件
回
答
」、
昭
和
七
年
三
月
二
四
日
（「
官
房
第
１
２
４
号
の
４
０ 

７
．
３
．
１
８ 

海
軍
中
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佐
柴
田
善
治
郎
講
演
官
派
遣
に
関
す
る
件 

他
」、R

ef.C05022048500

、
昭
和
七
「
公
文
備
考
」
E
巻
八
）。

（
55
）  

前
掲
註
四
八
海
軍
軍
令
部
編
『
昭
和
六
・
七
年
事
変
海
軍
戦
史
』
二
、
八
六
九
頁
。
な
お
、
こ
の
回
数
は
現
存
す
る
文
書
数
に
比
べ
る
と
著
し
く
多
い
。

（
56
）  
「
辞
令
案
」、
昭
和
七
年
二
月
九
日
（「
官
吏
海
外
出
張
の
件
（
１
）」、R

ef.C05021936700

、
昭
和
七
「
公
文
備
考
」
B
巻
一
一
）。

（
57
）  
「
辞
令
案
」、
昭
和
七
年
二
月
二
四
日
（
前
掲
註
五
六
「
官
吏
海
外
出
張
の
件
（
１
）」）。

（
58
）  

「
け
ふ
の
放
送
番
組
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
七
年
三
月
一
二
日
朝
刊
、
九
面
）。
昭
和
七
年
内
に
海
軍
が
行
っ
た
ラ
ジ
オ
放
送
は
二
八
回
で
あ
り
、

そ
の
大
部
分
は
事
変
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
（
前
掲
註
四
八
海
軍
軍
令
部
編
『
昭
和
六
・
七
年
事
変
海
軍
戦
史
』
二
、
八
七
〇
頁
）。

（
59
）  

海
軍
省
編
・
武
富
邦
茂
述
『
上
海
戦
線
を
視
察
し
て
』（
海
軍
省
、
一
九
三
二
）。

（
60
）  

前
掲
註
四
八
海
軍
軍
令
部
編
『
昭
和
六
・
七
年
事
変
海
軍
戦
史
』
二
、
八
六
九
頁
。

（
61
）  

海
軍
省
編
『
上
海
事
変
に
就
て
』（
海
軍
省
、
一
九
三
二
）
一
一
頁
。

（
62
）  

海
軍
省
編
『
上
海
事
変
と
我
海
軍
』（
海
軍
省
、
一
九
三
二
）
六
頁
。

（
63
）  

前
掲
註
四
八
海
軍
軍
令
部
編
『
昭
和
六
・
七
年
事
変
海
軍
戦
史
』
二
、
八
七
〇
～
八
七
二
頁
。

（
64
）  

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
一
般
軍
縮
会
議
に
対
す
る
海
軍
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
太
田
久
元
『
戦
間
期
の
日
本
海
軍
と
統
帥
権
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
）
第

四
章
を
参
照
。
軍
縮
会
議
に
関
す
る
事
実
関
係
は
特
記
な
い
限
り
こ
ち
ら
の
研
究
に
よ
る
。

（
65
）  

海
軍
省
編
『
一
般
軍
縮
会
議
に
就
き
』（
海
軍
省
、
一
九
三
二
）
二
六
・
二
七
頁
。

（
66
）  

前
掲
註
六
五
海
軍
省
編
『
一
般
軍
縮
会
議
に
就
き
』、
一
・
二
頁
。

（
67
）  

前
掲
註
六
五
海
軍
省
編
『
一
般
軍
縮
会
議
に
就
き
』、
八
・
九
頁
。

（
68
）  

前
掲
註
一
五
『
海
軍
制
度
沿
革
』
二
、
三
三
〇
頁
。

（
69
）  

前
掲
註
四
八
海
軍
軍
令
部
編
『
昭
和
六
・
七
年
事
変
海
軍
戦
史
』
二
、
八
六
五
～
八
六
七
頁
。

（
70
）  

関
根
郡
平
『
帝
国
の
国
防
と
海
軍
・
海
洋
力
の
影
響
』（
海
軍
省
海
軍
軍
事
普
及
部
、
一
九
三
二
年
一
一
月
）、
関
根
郡
平
『
日
支
米
三
国
関
係
の
変

遷
』
上
下
（
海
軍
省
海
軍
軍
事
普
及
部
、
一
九
三
二
年
一
一
・
一
二
月
）、
海
軍
省
海
軍
軍
事
普
及
部
編
『
海
軍
々
備
縮
小
に
関
す
る
帝
国
政
府
の
新
提

案
に
就
て
』（
海
軍
省
海
軍
軍
事
普
及
部
、
一
九
三
二
年
一
二
月
）。
改
組
後
の
普
及
部
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
四
福
田
「
１
９
３
０
年
代
前
半

の
海
軍
宣
伝
と
そ
の
効
果
」・
林
「
海
軍
軍
事
普
及
部
の
広
報
活
動
に
関
す
る
一
考
察
」
を
参
照
。

（
71
）  

松
島
慶
三
『
海
軍
』（
小
原
書
房
、
一
九
五
三
）
一
三
四
・
一
三
五
頁
。
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（
72
）  

前
掲
註
七
一
松
島
『
海
軍
』
一
三
六
頁
。

〔
注
記
〕
本
稿
脱
稿
後
、
木
村
美
幸
氏
が
「
軍
縮
下
に
お
け
る
海
軍
と
地
域
社
会
」（『
歴
史
評
論
』
八
六
二
、
二
〇
二
二
）
を
発
表
さ
れ
た
。
木
村
論
文
は
ワ

シ
ン
ト
ン
軍
縮
後
の
海
軍
志
願
兵
募
集
の
様
相
を
軍
事
普
及
委
員
会
の
創
設
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
お
り
、
本
稿
の
内
容
と
深
く
関
連
す
る
も
の
で
あ

る
。
是
非
と
も
併
読
さ
れ
た
い
。 

 

　

な
お
本
稿
は
、JSPS

科
研
費21 K20045

に
よ
る
研
究
成
果
で
あ
る
。




